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　その日は生憎の雨だったが、会社に到着する頃には止み、きらきらと輝く太陽がフロアを照らしていた。

　始業時間の五分前に到着した滝沢たきざわ雛ひなにとって今日は、少々緊張する日でもある。新しい社長が就任するのだ。

　雛の勤務する子供服メーカー〝ジョイント〟は、このところ伸び悩んでいた。

　安さを売りにしたファストファションブランドというわけでも、ブランド力があるわけでもない。

　ブランドコンセプトは〝お出かけにちょっと着ていく可愛い服〟。

　いくつかのセレクトショップでは取り扱いがあるものの、実店舗は構えずネット通販を主軸に展開してきた。価格帯は二千円前後。

　勿論、急激に売り上げが落ちたわけではない。

　じわじわと落ちてきて、一か月前に緊急会議が開かれた。

　そこで社長交代が決定したのだ。

　新しい社長は、役員の知人であるアメリカ暮らしのハーフらしい。

　トップがやり手の外国人に変わった途端、経費削減と称して社員の首をばっさり切る。そんなよく耳にする話が我が身にも降りかかりそうで、雛にとっては懸念材料でしかない。

　まずは給料の削減、そんなことを言われたらどうしようかと不安を覚えながらデスクに座った。

　くりんとした目が今日は疲れてしょぼくれている。

　実は新社長の件の他にも、雛の頭を悩ませる事情があった。

　が、それは仕事とは無関係だ。気を取り直し、顔をあげてパソコンの電源を入れる。

　今の最悪な状況を誰かに気づかれてはいけない。

　いつも通り、会社では陰の存在に徹するに限る。

　眼鏡のブリッジを押し上げると、少し曇っていた。

　眼鏡を外して、息をはあっと吹きかけてハンカチで拭いていると、遠くから何かが近づいてくる。

　目を細めてみても、ぼんやりした人が動いているだけだ。

（なんだろう）

　眼鏡をごしごし拭きながら、目を更に細める。

　頭ひとつ飛びぬけた人がいるようだ。

（背が大きな人）

　ようやく眼鏡をかけてみると、その存在感に雛はどきんと胸を高鳴らせた。

　筋が通った高い鼻と、ブルーグレーの瞳。そして光を受けてキラキラと輝く栗毛色の髪。

　どこかの俳優でも連れてきたのだろうか。そんな雰囲気すら漂う人だが、目つきは鋭い。

　その眼差しを見て、雛はすぐさまそれが噂の新社長であることを悟った。

（早速、人員削減されるっ）

　咄嗟に視線を逸らして俯いてしまった雛とは反対に、周りの女性社員の視線は新社長に釘付けになっていた。ひそひそと囁き合う声は嬉しそうに色めき立っている。

　それは分からないでもない。

　子供服メーカーという業種柄、男女比は女性の方が多かった。

　男性は雛よりも年上が多く、若い男性の配属先は営業がほとんど。

　内勤業務は女性が圧倒的に多く、そんな中であの男性が稀有な存在であることは明白だ。

　すぐにでも「我こそは彼女に」と、密かなアピール合戦が始まるだろう。

（私には関係ないこと。もう恋愛はこりごりだし）

　雛はため息を吐いた。

　自分に残されているのは、もう仕事しかない。

　恋をする暇があったら、少しでも給料アップの為に昇進させてくれと上司に掛け合いたい。

　今はそれくらい、金銭的にも精神的にも余裕がない。

　周りが栗毛の男性に目を奪われている中で、雛はパソコンに集中し、売り上げデータを作り始めた。

　大学を卒業して、やりたかった仕事はなんとなくできたような気がする。

　元々語学を勉強していたが、それを仕事にするのは難しいことだとすぐに悟った。語学以外で自分がしたいことはなんだろうとあれこれ真剣に考えて、子供に関わる仕事をしてみたいと考え始めて、就職活動をする。

　数ある子供服メーカーの中からこの会社を選んだのは、女性が活躍できる職場づくりに熱心に取り組んでいたからだ。

　けれど、もともと引っ込み思案な雛は、就職してから今までずっと、自ら企画を発信する、ということができずにいた。企画案が完成してもそれを上司に提出することもできず、与えられた仕事に黙々と打ち込んできた。

　金銭的に切迫してしまった今こそ、昇進の可能性にかけて積極的に企画案を提出すべきだとは思うものの、企画案ができても結局、何も言いだせないままだ。

　経済的な危機に瀕しても、目立つことが苦手というのは考えものだろう。

　またため息を吐くと、データをフォルダに入れて何もなかったことにした。

　そんな企画案がもういくつでき上がっただろう。

　もしも間違って案が通ってしまったら。そんなことを考えてしまう。

　まだ大勢を取りまとめて指示したり、自分の意見を言ったりする勇気がなかった。

　同期の大半は既に企画立案に成功し、プロジェクトを率いたり参加したりしているが、雛のようにサポートのみに徹している人間は珍しい。

　いつかは自分も――そう思ってはいるのだが。







　その日は何度も〝人件費削減〟の言葉が頭をよぎり、その度に頭を抱えそうになりながら、必死で仕事をし続けた

　ようやく仕事を終えると、気晴らし兼語学学習のためにと、駅前の大きな本屋に立ち寄った。

　いつもは自分の好きな本を買うだけで何も悩まないが、今日は資格でも取ろうかと、普段は足を運ばない本棚も見て回る。

　今の仕事に役立ちそうな資格はなんだろうと、資格試験の本をじっと見つめていたら、不意に爽やかな香りがした。香りの方へ振り向くと、なんとテコ入れに来たあの社長がいた。

　ブルーグレーの瞳のせいか、日本の血も入っているらしいが容姿は白人に近い。

　一応、説明では日系アメリカ人と紹介された。

　名前は志田しだ命めいと聞いて、変わった名前だと感じたが、海外でも〝メイ〟なら通用するから〝命〟という当て字で名付けられたのだそうだ、と聞いて納得した。

　もちろん雛が詮索したわけではない。女性社員の噂話が聞こえてきたのだ。

　自分とは全く異なる遠い世界の人だと思っていたけれど、こんな普通の本屋にも来るのだなとなんの気なしに眺めていると、志田はふと、参考書の前で足を止めた。

　何の本を見ているんだろうと、ちらっと見て観察するがよくわからない。

　あまり見ていたら勘づかれてしまうかもしれない。雛は必要なものを買って早く店を出ようと、慌てて自分の欲しい本に手を伸ばした。

　しかし高いところにあり、すぐには手が届かない。

　踏み台を探してキョロキョロしていると、突然、頭上に腕が伸びてきて、すっと本が引き抜かれた。

「これかな？」

「は、はい」

　雛は目を瞬かせながら、顔を上げた。

　そこには雛が避けていた志田がいた。

　今日オフィスで目にした厳しい眼差しとは違う、とても優しい目で雛のことを見つめてくる。

　その眼差しにどくんと胸が鳴る。

（胸なぞ鳴らしてなるものか！　今の私にときめきは不要なのよ！）

　ぐっと堪えて、口を真一文字に結ぶ。

「すみません。ありがとうございます」

「君、会社の人でしょ？　俺を睨んでた」

「睨む？　失礼ですが、私……」

　はっとして、言葉を呑んだ。

　志田がフロアを歩いた時、雛は眼鏡を外し拭いていた。眼鏡がなければ何も見えない。無意識のうち、酷い形相で睨んでしまっていたのだろう。

「すみません。失礼なことをしてしまいました」

「いいよ。目が悪いんだろう？　それよりさ、一緒に本を選んで欲しいんだけど」

「私がですか？　店員さんを呼びましょうか」

「誰でもいいんだ。日本人なら」

「はい？」

　雛は首を傾げると、本を胸に抱えながら志田の後に付いて歩いた。

　さっきとは少し様子が変わり、参考書がずらりと並ぶ。

　志田はぎっしりとビジネス会話の本が詰まった棚の前で足を止めた。

　彼はその容姿に反して日本語は堪能らしく、今だって、雛と流暢に喋っている。　

　今さら語学で不都合があるとは思えない。

「あの、なんで参考書が？」

「日本のビジネス用語がちょっと苦手でね。俺は母親が日本人だから、普通の会話なら英語も日本語も分かる。でもこっちの国で働くとなると、日本人のマナーとか微妙なニュアンスとか、そういうのは詳しくないから」

「そうだったんですか」

　雛は頷いた。

　よく、海外で働く為に日本人もビジネス英語を学び直すと聞いたことがある。

　一般的な会話とは違い、海外で通用するビジネス英会話を重役や役員が学ぶのだ。

　他にも、ＴＯＥＩＣなどのテストの点数は取れるが、実戦経験はないという人が会話を学んだり、専門職ならではの言葉を勉強したりすると聞いたことがある。

　ネイティブの講師が付き、教室内の会話は全て英語と決められているクラスもあるらしい。自分がいざそんな立場に置かれたら、毎日胃が痛くなりそうだと思えた。

　とはいえ、それが必要なのは自社の役員ではないかと首を傾げる。 

「失礼ですけど、志田さんだけが日本語を学び直すんですか？」

「まあ、多数決でそうなるね。一応皆、英会話もやってみようか、なんて言ってるけれど本気かどうかは怪しいな」

「ですよね……」

　雛は苦笑いした。

　自社の重役は年齢も高く、今さら英語なんて学べないと尻込みしているのだろう。

　志田がそんな様子を見て、すぐに行動に出たようだ。

　思ったよりも気さくに話してくれる人だと、志田に対して初対面にも関わらず自然体で会話ができている自分にはっとする。

　鋭い目つきを見たせいか、選りすぐりの美人しか相手にしないのだと思っていたが、志田の笑みは人を和ませ、ほっとさせる力もある。

　役員の中にも人を見る目がある人間がいるようだ。

　問題は、雛がそんな彼と思いもよらずに会話をして、にこやかに笑みを見せてしまったことだ。

「じゃあ、私はこれで」

　逃げるように去ろうとすると、志田から呼び止められた。

「あ、待ってよ。せっかくだから会社のことを教えて欲しい。それから、居酒屋って行ってみたいんだけど」

「え……？」

　志田は考えるようにうーんと上を向いている。

「大衆酒場？　飲み屋？　行ってみたかったんだ。連れていってくれないか？　いいだろ？」

　雛はもじもじしながら、視線を逸らした。

　志田が好奇心からそんな誘いをしているのは分かっている。

　そう言い聞かせなければいけないこともよく理解していた。

　なぜなら、志田の目がきらきらと輝いて自分を見つめているからだ。

　女性として誘うのではなく、単純に興味があって居酒屋に行きたいだけだ。

　でも、志田のような男性を見ると勝手に胸は鳴ってしまう。

　また失敗を繰り返すのかと、内なる自分が忠告をしてくる。

　相手は海外から引き抜かれてきた新たな社長だ。

　無下に断ることで人事考課に影響しないかと考えた。

「じゃあ、行ってみましょうか」

「これを買って、すぐに行こう。それから、好きなものを食べたり飲んだりして欲しい。せっかくだから楽しもう」

「ありがとうございます」

「俺が君の上司であり、社長であることも忘れてほしい。今必要なのは、日本の新たな知識だからね」

「わかりました」

　雛は頷くと、志田と共に会計を済ませて、本屋から一番近い美味しい居酒屋を案内することにした。

　歩きながら、志田は嬉しそうに居酒屋に行きたかった訳を教えてくれた。

　どうやら、海外ではちょっとした流行りになっているらしい。

　確かに、ガヤガヤとした狭い空間は、日本文化の象徴がぎゅっと濃縮された場所だ。

　一番庶民的なところが良いというので、雛はいつもひとりで立ち寄る、安い居酒屋に向かった。

　暖簾をくぐるとすでにお客がいて、志田は「わお！」と嬉しそうな声をあげた。

「人がぎゅうぎゅう詰めだ！」

「日本ってそういうところですよね」

「そこがいいんだ！」

「ハーフですよね？」

「でも、育ちはアメリカだし、生活用語はほとんど英語。日本語も使うけど、機会は少ないからね。日本人の母の知識だけじゃ、この国のことはすべて分からないよ」

「そうなんですか？」

　雛はそんなもんかと思いつつ、文化圏の違いについては深く突っ込むまいと、質問は後回しにした。

　正直なところ、志田と対等に話ができる自信は皆無。

　彼が親し気に話してくれるから気さくに話せるが、突然の引き抜きにも動じないなど、知的な部分や度胸を兼ね備えているのはよく分かる。

　適当な席を見つけて座ると、すぐに店員が来て注文を取りに来た。

「ビールにします？」

　雛が訊くと、志田は嬉しそうにメニューを広げて見つめていた。

「ううん。日本酒が飲みたいな」

「じゃあ、この日本酒がおススメです。飲みやすいので。私はビールにします」

　雛は適当につまみを頼み、お酒を注文すると、志田は目を細めて笑みを浮かべていた。

「頼もしいね。えっと……名前は？」

「滝沢と言います。営業部で内勤をやっています」

「そうか。じゃあ、滝沢さん。さらにお勧めのお酒はどれ？」

「これと、これです」

　雛がメニューをさすと、志田は嬉しそうに頷いた。

「じゃあ、飲み比べたいから、すぐに注文しよう」

「そんなに飲んだら、一気に酔いますから！」

「大丈夫。酒には強いし、楽しく飲まないと。あと滝沢さん、美味しいおつまみはどれ？」

　雛は呆れつつ、好きなつまみを教えていく。

　からあげ、冷やしトマト、もつ煮に食いついた志田はすぐに注文していた。

　品物がテーブルに運ばれてくる間、雛は俯いてなるべく視線を合わせないようにする。

　志田の視線が、初めて会った時よりも熱っぽいような気がしたからだ。

「ねえ。滝沢さん。名前はなんていうの？」

「雛です。でも、仕事では滝沢と呼ばれていますから」

「分かった。じゃあ、今だけは雛さんって呼ぼう。それで、君はどうして本屋にいたの？　教えて」

（名前で呼んでる……）

　戸惑いつつ、笑顔を絶やさないように徹した。

「資格試験を取ろうかと」

　雛は素直に答えて、視線を彷徨わせた。

　うっとりと見つめられて、どくんと胸が鳴ってしまう。

　お酒が運ばれてくると、志田はすぐに日本酒に手を伸ばし自分で注いでしまう。

　しまったと思いつつ、楽しみたいと言っていたことを思い出して、自分もビールを口にした。

「でも、この会社で資格なんて必要かな。資格を取ると何か優位に働くとか？」

「……その……自分の頑張りを少しでも、見せたくて」

「だったら、手っ取り早く仕事で評価された方がいいだろう？」

「そう、なんですけど」

「雛さんだったら、サポート面を全面にアピールすれば？　俺から推薦するよ」

　志田がにこりと微笑むので、雛は顔を引きつらせた。

　まだ上手く笑えないし、優しさにも裏があると思ってしまう。

　素直だった自分は消えて、志田の悪い面を探していた。

（そんなこといって、本当は何を企んでいるのかもしれない）

　志田はお酒を呑むと美味しいといって、ぐいぐいと流し込む。

　雛もビールをちびちび飲んで、適当に帰ろうと思っていた。

　しかし、志田の潤んだブルーグレーの瞳が自分をじっと見つめてくる。

「可愛いって言われない？」

「言われたことないです」

「じゃあ、素敵な人は？」

「いません」

　きっぱり否定する。最近まで雛はそういう甘い言葉を散々聞かされていたが、地の底に突き落とされたからだ。

「そういうの、からかってるって言うんですよ」

「別にそんなつもりないよ。綺麗な黒い髪は触りたくなるね」

　そうして、すっと手が伸びて艶やかな髪を撫でられる。

「……あまり、そういうのは」

「社長と部下という関係は考えないでくれって言ったろう？　それとも、雛さんには拒む理由が？」

「こういう行為自体が、まだ精神的に受け入れられません」

　思わず口にした言葉に、志田がにやっと笑った。

　雛も無意識のまま失恋したことをほのめかしてしまい、はっとする。

「恋愛が上手くいかなかったわけか。仕方ないね。授業とは違うから」

「そうですけど。だからって、私の貯金通帳持って逃げるなんて、どうかと思うんです！」

「はい？　通帳？」

　雛ははっとして、口を押さえた。

　誰にも言ってはいけないと思っていた〝結婚詐欺〟のこと。

　被害に遭った自分ですら、間抜け過ぎると思っているのに、全くの他人の志田が慰めの言葉をくれるとは思えなかった。

「女性を騙す男は最低だ。大丈夫だよ、そういう奴は、ろくな死に方をしないから。会社の人間なら、俺が罰をくだしてあげるよ」

「会社の人じゃ、ありません」

　志田の甘い声に、思わず涙が滲んでいた。

　雛が初めて付き合った彼は、結婚詐欺で近づいてきた。そうとは微塵も思わず、浮かれて初めて部屋に招くと、翌朝、通帳と印鑑を持って逃げたのだ。

　気を許し、うっかり部屋にあげるべきじゃなかったと後悔しても遅い。

　エッチもしないで雛をひとり寝かせると、そいつは部屋を荒らして出て行った。

　朝起きた時の衝撃は、きっと一生忘れないだろう。

　好きだと思っていた人は忽然と消え、部屋はそこら中が荒らされていた。

　連絡しても繋がることはなく、警察に届けるべき事案なのかしばらく分からず呆然としかない。

　混乱しつつ通帳の置いてある引き出しを確認すると、見事になくなっていた。

　ずっと溜めていたお金を全額盗まれたのだ。

　自分に残されたお金は手元にある分だけだと分かると目の前が真っ暗になってしばらく何も考えられず、放心状態だった。

　自分は騙されていたと気が付くには少し時間がかかったし、受け入れられない。

　そして、その日までに散々言われた甘い言葉は嘘だったと思うと情けなくて仕方なくて涙が溢れて止まらなかった。

　なんとかお金だけでも返ってこないかと重い足取りで警察に出向いたが、結婚詐欺の手口が手慣れていることなどから、犯人を捕まえることができても、お金は戻らない可能性が高いと言われたのだ。

　そこから先の記憶は雛の頭の中からほとんど消えている。

　散々泣いたのだろうし、思考停止状態でぼんやりしていた。

　失恋のショックに加えて、騙されてお金を盗まれたのだから当然だろう。

　三日間は会社を休み、生きる気力すらなくなるかと思っていた。

　でも、脳裏に警察に言われた言葉が蘇ると、会社に行かねばと思えたのだ。

『お金は戻りませんよ』

　雛が働かない限り、生活もできなくなり、貯金もできなくなる。

　その日以来、頑張ろうとするのだが空回りしていた。

　もう詐欺にあってから三ヶ月経つが、まだ傷は癒えていない。

　だからこそ、志田の甘い言葉は全く心に響いてこないのだ。

　でも、詐欺について怒ってくれたのは素直に嬉しいことだった。

「雛さんは、どこでそいつと出会ったの？」

　それを訊かれて、雛はぎくっと身体を竦ませる。

　実は人を介した出会いではない。

　言うべきか悩んだが、せっかくだから聞いてもらおうと口を開いた。

「婚活サイトです」

「婚活？　結婚したいの？」

「そのつもりで登録して、お付き合いしてくれる人を探していたんです」

「今も、結婚相手を探してる？」

　雛は首を横に振った。

　もうあんな酷い目には合いたくない。

「じゃあ、これは提案なんだけど。俺のビジネスパートナーになってくれないかな」

「パートナー？」

「日本語教師とマナーを教えて欲しい。雛さんは日本語得意だろう？」

「はあ」

　雛は思わぬ提案に驚いた。

　今の会社に就職した時、今まで自分の学んだことが全部水の泡となって消えてしまったように感じていたが、思いもよらぬ形で生かされるかもしれない。

　とはいえ、ビジネス専門の言葉となると、自分の勉強した語学とも少し違うような気もする。

「来週からお願いしたいんだ。いいかな。上司には俺から伝えておく」

「でも、私じゃ役不足じゃ」

「大丈夫だよ。雛さんは真面目だからね。それより、もっと色々と話が聞きたい。雛さんは何が趣味なのかな？」

「私の趣味ですか？　えっと、お菓子作りでしょうか」

　雛は眼鏡を押し上げながら、真剣に答えた。

　志田が自分を試しているのなら、真面目にしなくてはいけない。

「他にも趣味はある？」

「うーん。可愛いキャラクターが好きで、ついつい集めてしまうんですけど――」

「なんてキャラクター？　教えて！」

　身を乗り出して聞いてくるので、雛は困ってしまう。

　志田は当ててあげる！　と嬉しそうに言って、色々なキャラクターの名前を挙げてきた。（甘えん坊？　なのかな）

「えっと、お餅のキャラクターなんですけど。脱力感たっぷりで可愛くて」

「いいね。見せて、何か持ってる？」

　そう言われて、雛はそっとカバンについているキーホルダーを見せた。

　正直なところ、大人になってもキーホルダーを付けてしまう自分が、少し恥ずかしい思いもあるが、つい可愛くて買ってしまうのだ。

　時々すれ違いざまに付けている人を見つけると、嬉しくなってしまう。

「可愛いね。これ、今度の春のシャツに取り入れようか」

「これ、小さい子は好きでしょうか」

「好きだと思うな。大人が可愛いって言って、子供の為に買うかもしれない。他には何が好き？　料理の好みは？」

「ええと。ラーメンが好きでついひとりで食べ歩いてしまうんです」

「最高だね！　ねえ、今度一緒にラーメンを食べに行こうよ」

　雛がおずおずしているのに対し、志田はかなり前のめりになって質問してくる。

　飲んでいたお酒も口に運び、飲み比べだと言っていた日本酒はいつの間にかなくなりそうになっていた。

　雛もあまりの積極さに驚きつつも、明るい志田の様子を見て気分が晴れていくようだった。

「えっ。い、いえ。だって」

「連れて行ってくれ。ラーメンの美味しい店も知りたい。いいだろう？」

「じゃあ、今度」

　ついついオーケーしている自分が悲しいのだが、志田は知った人間だと言い聞かせて、残っているビールを飲み干した。

　更にお酒の注文を追加すると、雛もほんわかした気分になってぽろぽろと断片的だが結婚詐欺のことを愚痴ってしまった。

　こんなつもりではないのに、そう思うのだが、志田の優しさに触れると甘えたくてたまらなくなっていた。

「美味しいケーキのお店も探しておくから。今度行こう。日本語の勉強の為にも、君の時間をたっぷり使わせて欲しい」

「……はい」

　いつの間にか志田が店を探すことになって、勝手に共有する時間を作られている。

　でも、嫌な気分じゃないのは志田が雛を思いやってくれているからだろう。

　思い起こすと、結婚詐欺の男は雛に嘘ばかりついていた。

　会う約束をすっぽかされたこともあったし、部屋にあげたのだって、雛の愛情を確かめる為というかなり強引な理由だったと思う。

　今思えば、愛情の確認が必要だったのはあの詐欺師の方だ。

　彼は微塵も雛のことを想っていないし、金づるくらいにしか考えていなかったのだろう。

「雛さん。こんなとき、少し男に甘えるといいと思うけど」

「はい？」

　酔ってぼんやりしていて、志田の言わんとすることがよくわからない。

「甘えて？　俺に身を委ねてってこと」

「委ねる……。はあ」

　どうしてだろう、そう思いつつ即座に否定の言葉が思い浮かばない。

　頬を染めて、ぼんやりと志田を見つめていると、そっと頬に触れられた。

「今夜うちにおいで？　部屋はちょっと狭いんだけど」

「え……え？」

「悪くないと思うよ。パートナーとして、深い関係になるのも」

　急に言われて、ようやく雛は現実を飲み込めた。

　店内に入った当初からの熱っぽい眼差しに、自分のことを探るような質問攻め。

　そして、極めつけには夜のお誘い。

（完全に誘われてる……）

　自分が傷心の身だからだろう。

　迂闊に失恋話をしたことが悔やまれ、気を引き締めるように眼鏡を押し上げた。

　でも、お金は戻らないし傷はしばらく癒えない。

　新しく恋でもしない限り、いつまでたっても卑屈になって、仕事しかないと思い込むような気もする。

　しかし、一晩だけの相手が引き抜きで来た社長でいいのだろうか。

　答えが出ないでいると、志田の口が開いた。

「俺のこと、どちらかと言うと好き？　それとも、嫌い？」

「嫌いじゃないですけど」

「じゃあ、好きってことになるね」

「好き……？」

　言葉にすることで、脳内にインプットされたような気がした。

　志田を好きなような気がする。

　困って眉間に皺を寄せていると、くすっと笑われた。

「大丈夫だよ。雛さんに酷いことはしないから」

　そう言われて、手を引かれると雛は言われるがままに店を出ていた。

　やぶれかぶれという気持ちより、志田に気持ちを操作されたような感覚だ。

　自分の気持ちは？　と確認しているうちに、好きだと誤認したような気がする。

　志田が道路脇で止めたタクシーの後部座席、志田の隣にちょこんと座ったが、まだ信じられない。

　ふわふわした気持ちのままマンションに向かうと、そっと肩に寄りかかるように、頭を引き寄せられた
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　思ったよりも広いマンションに、雛は玄関で立ち尽くしてしまった。

　狭いから、と聞いて安心していたのに、リビングから見える夜景は都内を一望できる。

　部屋も他に三部屋あって、広いくらいだ。

「入っていいよ」

　雛は頷いて靴を脱ぎ、手を引かれた。

　まだ少し雑然とした印象だが、置かれている家具はビンテージ物でとてもセンスがいい。

　綺麗な夜景だって眩しく映る。

　ぼんやり眺めていると、後ろから抱きしめられた。

　はっとして固まっていると、後ろからうなじにキスが落とされる。

「やっ」

「慣れてない？」

　小さく頷くとじわっと下肢から蕩け出るものを感じた。

　そのままうなじにキスをされて、ぞくぞくした刺激を受けて身を捩る。

　しかし、力強く抱きしめられて抵抗はできなかった。

「悪いけど、雛さんはしばらく俺のものだよ」

「なんで……」

「どうしてだと思う？」

　雛は息を荒くしながら、必死で考えた。

　接点はないに等しいし、会ったのはフロアで一度きり。

　今日の本屋も偶然。

　意気投合したのだって、志田がフレンドリーだったからだ。

　自分のガードが緩かったのかもしれない。

　それを思うと、前回の経験で懲りていないんだと辛くなってしまう。

「雛さん、眼鏡取って」

「でも、見えなくなるから」

「取って」

　雛は言われたとおり、眼鏡を外して近くにあったローテーブルに置いた。

　案の定、視界がかなりぼやけてしまう。

　振り向かされると、志田の顔もぼんやりしていた。

　でも、そのせいか幾分緊張が和らぐ。

　唇が塞がれると、雛は柔らかい感触に胸を鳴らせた。

　そのまま口腔に舌が入り込み、丁寧に舐られる。

「んっ……待って」

「駄目だよ。ここでおあずけ？」

「でも……」　

　雛が少し抵抗しているうちに続きが始まる。

　歯列をなぞられて、ぴくんと身体が震えてしまった。

　初めての甘い感覚に雛は逃げるように顔を逸らそうとする。

　思い切り抱き寄せられて、口内を丁寧に舐め回された。

　舌先が絡まるとちゅっと音が立つ。

　初めて聞く卑猥な音に雛は耐え切れず目をぎゅっと瞑った。

　酔った勢い、悲しみを埋める為の行為、そんな理由が浮かんだ。

　何より、今後仕事上、密接に付き合う人と迂闊にキスをしている。

　その事実に、余計に煽られている自分を自覚し、息が弾んだ。

　甘い感覚に耐え切れず、思わず志田の首に腕を回す。

　丁寧に口腔を舐められて、蕩けるような感覚になった。

　そのままするすると身体を撫でられて、ソファに押し倒される。

　大きなソファに身体が静まり、雛は胸を弾ませた。

　丁寧にブラウスのボタンを外されると、胸が露わになる。

「手におさまるね」

「やぁ……」

　困惑していると、ブラをズラされて指先で捏ねられた。

　甘い痺れに身体をくねらせると、蜜がとろとろに溢れだす。

　大きな手でむにむにと胸が変形するほど揉まれて卑猥な気持ちにさせられた。

　ピンク色の先端はつんと尖り、そこを摘ままれたり扱かれたりする。

　身体がぴくんと跳ねて、雛は仰け反った。

「あっんっ！」

　声がリビングに卑猥に響いた。

　そんな甘い声に自分で驚いて、慌てて口を噤むがすぐにまたキスで塞がれる。

　スカートを捲りあげられると、下着は蜜でぐっしょりと濡れていた。

　ストッキングとスカートを脱がされて、恥ずかしくてたまらない。

　まだ誰にも見せたことのない部分に志田が顔を埋めた。

「やっ」

「ここ。ちゃんとほぐそうか」

「だって。もう充分……」

「もっとだよ」

　舌先が秘丘を這いまわり、蜜芽を見つけると丁寧に転がされた。

　そして、蜜壺につんと舌が挿入されると緊張で息が止まりそうになる。

　そのまま体内で蠢いているのを感じて、雛はあられもない声をあげた。

　腰がくねり、じたばたしてしまう。

　しかし志田は動じることなく、丹念に蜜を舐めて花芽を擦るようにした。

「あっんっ！　あっ！」

「蜜が溢れて止まらない。気持ちいい？」

「わか……らない」

「じゃあ、もっとしてみようか」

「だ、めっ」

　雛は逃げようとするが、がしっと腰を掴まれて思い切り秘丘を舐められる。

　次第にぞくぞくした快感が背を伝い、雛は喘ぎ声が大きくなってきた。

　自分でも止められない快楽に、いやいやと首を振るしかない。

「だめっ……いやっ……」

「そう？　凄く気持ち良さそうだよ」

　志田の意地悪な言葉に、雛は腰を引いた。

　顔が離れ、やっと終わったと思うと、今度は指先がゆっくりと蜜壺に入り込む。

　めちゃくちゃに掻き混ぜられて、雛は耐え切れない快感に泣きたくなった。

「もうっ……やぁっ……」

「そんな顔、誰も見たことないだろう？　見せてごらん」

「見ないで。恥ずかしくて……」

　雛は顔を逸らした。

　くちゅくちゅという激しい水音を聞かされて、余計に煽られる。

　自分の体内から湧き出ていると思うと信じられず、余計にはしたない思いにさせられた。

　さっきよりも激しく喘いでしまうと、次第に身体は蕩けていく。

　がくがくと足を振るわせて、腹の奥がジンジンと熱を帯びるのを感じた。

　すると、志田がスラックスをくつろげて下着を降ろし、男根を引き抜いた。

　獰猛な猛りに、目を覆いたくなる。

　丁寧に避妊具を付けて自分の上に覆いかぶさってくると、耳朶で囁かれた。

「少しだけ」

　雛は頷いて、そっと足を開く。

　すると思い切り開脚させられた。

　きつい思いでいると、そのまま猛りがゆっくりと入り込んでくる。

「いっ」

「ごめん。力、抜けるかな」

「できない」

　雛はなんとか緊張をほぐそうとしてみるが、痛みは変わることはなかった。　

　ゆっくりと隘路が押し広げられて、更に強直なそれが侵入してくる。

　痛みは増すのだが、志田との一体感も感じられた。

　その感覚が胸にこみ上げるものを感じると、幸せな気持ちにさせられる。

　雛は堪えきれずに思わず言ってしまう。

「痛い」

「今日はここまで。仕方ない。また今度」

「ごめんなさい」

　熱を全て受けきれず、申し訳なさで雛はしゅんとなった。

　最後まで本来ならすべきなのだろうし、ちゃんと受け入れなければいけないのだろう。

　でも、大きな男根を体内に内包するのは難しく、初めての身体では受けきれなかった。

「シャワー浴びる？　先に入って。着替えもあるから」

「すみません」

　雛は起き上がり浴室に向かう。

　蛇口をひねりシャワーを浴びると、繋がった部分がじわっと痛む。

（エッチしたんだ）

　途中までではあったものの、雛は自分の勤める会社の社長と身体を重ねたことが、まだどこか非現実的に感じられて、ぼんやりとしてしまった。
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「つまり、相手が目上の時には尊敬語。わざと格下だと言う物言いをする時には丁寧語で……もう意味が分からない」

「社長の場合は、対外的な取引が多いと思いますので、目上の方との言葉遣いに気をつければ良いと思います」

「それは尊敬語？」

「そうですね。私に話すような言葉だと、誠意がないと思われてしまいます」

「それは分かるんだが」

　ちらっと、志田の視線が雛の胸元に移動した。

　首を傾げていると、志田がにんまりと笑みを零す。

　何か嫌な予感がして、座っている対面のソファで後ずさりした。

「何か？」

　ローテーブル越しに、志田の視線が痛い。

　あの日、処女を捧げた夜、志田はベッドで一緒に寝ようと誘ってきた。

　緊張しつつも同意すると、志田は眠りにつくまで雛の胸を揉んでいたのだ。

　彼氏ならまだしも、一晩だけの関係なのにと呆れつつ、甘えん坊で憎めない。

「触り心地抜群だな。雛の胸」

　雛は思い切り咳払いした。

　あれ以来、理由を付けては誘われて、既に何度も志田の部屋に行き来している。

　彼女ではないが、身体の関係だけは既に何回か持っていて快楽も覚えさせられている状況だ。志田のことを意識して遠ざけないと、自分も公私混同しそうになる。

「今は仕事中です。それに、仕事で名前は呼ばない約束では？」

「いいだろう？　社長室には誰も来ないし、入ってくるならノックをする。こんなに距離も離れているし、雛は俺の〝ビジネスパートナー〟だ。疑う人間がいるか」

「そうですけど。私は彼女じゃありません」

「雛。昨日の夜は可愛かったのに」

「昨日は昨日、今日は今日です 」

　そう自分に言い聞かせていないと、雛も志田を意識してしまうのだ。

　この人は社長であり、社内の売り上げの落ち込みを立て直す為に来た大切な人だ。

　色恋に惑っている暇はない。

　そう、自分がしっかりしなければ、志田は今にもキスのひとつでもしてきそうだ。

「では、さらに進めます。いいですか？」

「いいよ。語尾を変えること以外に、他にはある？」

「空気を読むことですね」

「どういう意味？」

　志田は首を傾げた。

　恐らく、それが一番理解に苦しむだろう。

「日本人は、相手の様子を窺って自分の意見を言います」

「自ら積極的に発言はしないという意味？」

「そうですね。会議の間、ずっと黙っていることもあるでしょう」

「そんな無駄な会議を？　この会社でも？」

「場合によっては、事前にほぼ決定案とされていて、会議という形を取るだけの場合もあるでしょう」

「そんな意味のない会議をするのか!?　何を考えてるか分からないじゃないか」

　志田は目を見開いて雛に意見を求めてきた。

　言いたいことは分かるが、雛も引き下がることはできなかった。

　重役は皆、そういうことに慣れているからだ。

「お互いに探り合う。空気を読むんです」

　雛は努めて冷静に伝えた。

　しかし、志田は口調を荒らげる。

「無理だろう！　意見を言わないと意味がない」

「ですので、その点は秘書や私が根回しを……」

「そうしてくれ。慣れるには時間がかかりそうだ。俺が意見を言ったらおかしいのか？」

「場合によっては、そうとられます」

　志田は大げさにため息を吐いてみせた。

　雛はスマホからいくつかの参考書を選んで、コミュニケーション術を学んでもらうことにする。これが逆であっても、大変なことなのは理解しているつもりだ。

　手元に届き次第、すぐに読んでもらうことに決めると、志田にそのことを伝えた。

　志田は力なく頷いて、呆れたような顔を雛に向けてくる。

「思ったより大変そうだ」 

　志田はソファに身を預けて、大きく伸びをした。

　雛も疲れて、伸びをする。

　雛は営業部から社長室秘書課補佐へ異動となった。

　秘書課というのは名ばかりで、社長の傍で日本のことを教える専門の人間である。

　そんな役職はない為に、近くにいる秘書課へと転属になったのだ。

　志田から日本語を教えてほしいと頼まれてから一週間と経たないうちに強行された人事異動に、当事者である雛でさえ戸惑ったのに、営業部の誰一人として嫌味を言ったり嫌がらせをしたりする者はいなかった。

　陰の存在に徹していたせいか、志田が雛に手を出すとは思えなかったのだろう。

　まだ営業部では女性が志田の取り合いをしている。

　自分は一晩関係を持っただけだが、それ以上ではないことくらいは自覚していた。

　でも、同じ部屋で顔を突き合わせて勉強となると胸が勝手に鳴ってしまうし、志田の熱心さも部下としては有り難い。

　志田には少なからず期待をしている。

「コーヒー、淹れますね」

「いいよ、俺がやる。部下でもあるが、雛は俺の大事なパートナーだからな」

「パートナーでは……ないですけど」

「とにかく座って」

　言われるまま座っていると、志田は社長室を出て給湯室に向かってしまった。

　コーヒーを淹れたことはあるのだろうかと不安になり、雛は志田の後を追って給湯室を覗くと、志田はきちんとドリッパーを使ってコーヒーを淹れている。

「志田さん。ありがとうございます」

「あれ。座ってて」

「ちゃんと淹れられるのかな、と思って」

「俺は一人暮らしも長いし、問題ないよ」

　そう言って、くすっと笑うと目が細まる。

　ちゃんと見る余裕がないが、体格もがっしりしていて、胸板も厚いことに今更気がついてしまう。

　スーツのジャケットを脱ぐと、スポーツ選手のようにシャツがぴっちりする部分があり、鍛えられていることが知れた。

　見惚れていると、志田がコーヒーを差し出す。

「どうかした？」

「あの、鍛えてるなって」

「昨日存分に見たろ？」

「見てません！　緊張して」

「緊張したことは覚えてるんだ。それなら、これ」

　渡されたのはマンションのカードキーだった。

　おもむろに胸ポケットから出すので、なんだろうと首を傾げてしまった。

「あの……」

「また来てよ。今夜にでも。お礼がしたいから」

「行くつもりはありません」

「でも、今日こうして色々教えてくれてるだろう？」

　そう言われると、確かに〝お礼〟の名目は成り立つような気はする。

　でも、これは業務だ。

　社長命令に従い、当然の仕事として日本のビジネス用語を教えたり、常識を教えたりしている。

　あくまでもビジネスだ。

「受け取れません」

「じゃあ、今晩家に来て欲しいな。夜ご飯をご馳走する」

「そういうの、もう困ります」

「いいだろう？　ひとりで寂しく食事はイヤだし。こういう時日本だとなんて言うんだっけ？　ほら、今後の雛の為に忖度したらどう？」

　忖度。数日前、雛が教えた日本語だった。  

（その言葉の使い方だけ、なんか微妙に合ってる）

　言葉の上達の早さに驚きつつ、忖度はしないときっぱり断ろうと思った。

　正直なところ、まだ心の傷も癒えていない。

　しかし鍵を突き返そうとしても、志田は頑として受け取ってくれず、雛は諦めて鍵をポケットにしまった。 

　先に社長室に戻って待っていると、遅れて志田がコーヒーを持って現れた。

　ローテーブルに置いて座ると、長い足をすっと組む。

　その仕草だけでも、見惚れるような色気がある。

　明るい栗色の髪の毛を掻き上げる仕草に胸が高鳴り、はっとして視線を逸らした。

　結婚詐欺にあったことで、今後男性と距離を縮めることはないと思っていた。

　しかし気づかぬうち、志田だけは別になっていた。

　彼は人懐っこい性格で、雛の気持ちに入り込んできて、拒めない。

「じゃあ、続きをしようか。ところで、謙譲語はいつ使うのかな」

「これは、志田さんはあまり使わないかもしれません。自分がへりくだったように言う言い方です。例えば、言わせてもらいます、が、申し上げますとなります」

「俺が誰かより格下になる場合、そんな感じかな？」

「そうですね。言葉も代わりますが、ビジネスシーンで社長が誰かにへりくだることはあまりないかと思うのです。余程年上や権力のある方と会う場合じゃない限りは」

「でも、覚えておいた方がいいんじゃないか？　こういう上下関係のある言葉って大事だろう？」

「それはそうですね。覚えておいて損はありません。ただ、使い方を間違えないようにしてください」

　雛はそこだけは釘を刺しておいた。

　知っているから使いたくなる、というのでは、せっかくの知識も台無しになる。

　志田が頭がいいのは分かるし、ちゃんと使いこなせるとは思うのだが、目上の人間相手に間違えるようなことがあると笑われてしまう。

「かなり分かってきた。後は、ビジネスマナーは分かる？」

「簡単なものでしたら」

「教えてくれないか。この本に載っているから、必要なところだけ抜粋して教えて欲しい。後、会合での食事のマナーを勉強したい」

「分かりました」

　雛は知識を総動員して、本を捲った。

　目下、志田が会う可能性のある取引先の営業担当は、確か志田と同じ年くらいだ。今のところ、堅苦しく考えて会う必要のある人間はいないだろう。

　本を捲りながら、懐石や呑み会の席の順番を教えていった。

　招いた側の場合、招かれた時の場合で、席順も変わることを説明すると、志田が頭を抱えていた。

　雛もそれは同感だ。

　仕事をするようになって営業担当と呑み会に同行すると、その点を厳しく言われたのだ。

　雛は飲み物を注文しやすいように、座敷入り口に座るようにと言われた。

　タクシーで同席するときでも、雛はいつでも助手席だ。

　平社員なら他にもあるが、志田は社長であることから細々したことは教えなくても良いだろうと考えた。

　まずは丁寧な言葉を覚えてもらい、やり取りを円滑にすることが大事だろう。

　雛は志田が用意した参考書を広げながら真剣に教えていくと、いつの間にか定時になろうとしていた。
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「帰ろうか」

「え……そんな時間ですか？」

「あんまり熱心だから。俺も聞き入ってたよ」

　窓の外は夕暮れ時になろうとしていた。

　薄っすらとしたオレンジ色が広がり初めた空を、信じられない思いで眺めた。

　参考書を片付けつつ、志田の仕事に差し障りがなかったかと心配になる。

「ごめんなさい。社長、他のお仕事もありますよね」

「大丈夫だ。家でやるよ。対人関係はきちんとしたいし、雛との関係だってちゃんと築いていきたいからね」

「……私と？」

「そう。今日はこのまま家においでよ。疲れているだろうし、美味しいご飯でもどう？」

「いえ」

　雛は首を振った。

　昨夜抱かれたことを思うと、そう簡単に部屋に上がることはためらわれた。

　それに、志田の言い方からすると誘われているような気がする。

　なぜ自分なのかと思うが、会って早々に志田のお気に入りになっているのは確かだ。

　なぜだろうと考えていると、志田がぐいっと手を握ってくる。

「じゃあ、家で続きだ」

「でも……」

「イヤ？」

　雛は根負けして首を振っていた。

　結婚詐欺の彼と何が違うのかと、まだ自分の頭では整理できていない。

　でも、志田は身分がしっかりと保障されている人だし、仕事に対する真面目な姿勢もこの目で見ている。

　そんな完璧な人が自分に入れ込む理由が理解できないのだ。

「じゃあ、車用意するから。地下駐車場まで一緒に行こうか」

「でも、見られたら」

「大丈夫だよ。雛は俺のビジネスパートナーなんだ。夜の会食だってごまかすよ」

　志田に言われると、何も言えなくなる。

　でも、あまりに上手い手口にまた雛は悪いことを考えてしまう。

　一度の大失敗のお陰で、恋にかなり臆病になっている。

　志田のように強引に迫られると余計に困る。

　先に社長室を出て行くので、雛は荷物をまとめて後から追うように地下駐車場まで向かった。










第三章











「え……私の髪の毛ですか？」

「そう。俺好みの艶々の黒髪。肌も綺麗だし」

　ふたりで志田の作った物を食べながら、カウンターキッチンで話していた。

　志田は隣に座り、雛は肩がぶつかる度に胸を鳴らす。

　一人暮らしの生活にダイニングテーブルはいらないだろうとのことで、カウンターキッチンにしたらしい。

　それは仕方ないことだが、ふたりでの食事だと何かある度に志田の顔が近くなって、雛の鼻先をつんつんと弄ってくるのだ。

「この鼻も可愛いね」

「そこまで誉めることありませんが」

　もう一度ツンと弄られて、雛は顔を背けた。

　志田は嬉しそうに眦を下げて、ワインを一口飲んではにやけている。

「あんまり、そういうの……よくないと思います」

「分かってるよ。でも、雛を前にすると、嬉しくなるんだよ」

　にっこり笑顔を見せられると、何も言えなくなる。

　肩がこつっとぶつかり、筋肉質な志田の肉体を感じた。

　雛は努めて食べることに集中し、志田が作ってくれたパスタを口に入れる。

　ベーコンのクリームパスタだった。帰って来て早々手際よく作り、ワインと共に出してくれた。

　こうしたもてなしをすることに慣れているのだろう。

　お酒に合うというチーズや生ハムを盛り付けた皿を差し出されると、腕捲りをした太い腕を見てしまい、雛は頬を赤らめた。

　至れり尽くせりで嬉しいのだが、志田は見返りとばかりに、雛の頬を突いてみたり、鼻を弄ってみたりと、対応に困る。

「顔も好みだし。眼鏡を取ると美人だろう？」

　すっと眼鏡を外されて、視界がぼやけて見えなくなった。

「返してください」

「だめ。雛は自分に自信がなさすぎだな。コンタクトにしたら？　好きな物を買ってあげるよ」

「目に異物を入れるのが嫌で」

「そうか。最近のは違和感もかなり減ったと聞いているけど？」

「食わず嫌いと一緒で、とにかく、嫌なんです」

「そう。でも、それはそれでいいよ。雛が美人なのを知っているのは俺だけなんだから」

　ツンツンと鼻を突かれて、雛は思い切り睨んだ。

　すると嬉しそうに志田が微笑み、「そうそう、その顔」と意地悪なことを言うのだ。

　怒った顔が好みなんて、志田も人が悪いと思っていると、雛はようやく彼から好かれてしまった理由に思い当たる。

　フロアで初対面の時に、雛は丁度眼鏡を取ってじっと酷い顔で睨んでいた。

　勿論、その顔を美人だと思うのは志田くらいだろう。

　でも、眼鏡を取った瞬間の顔を見たのかもしれないし、志田を睨んだことに少なからず興味を抱いたのかもしれない。

　つまり、志田の一目惚れだろう。

「もしかして、初めて営業部に来たとき、私が眼鏡を取ったのを見ていたんですか？」

「見てた。綺麗な子がいるなって思ったら、凄い顔で睨むから。気になってね。聞いてみれば、そんな事をするような子じゃないって言うから俺に気があるのか？　って考えちゃってさ。ちょっと、本屋まで着いて行っちゃった」

「着いて行っちゃった……？　えっ！　あれは偶然じゃないんですか？」

「偶然だったら、ロマンティックだよね」

　志田は悪びれる様子もなく、ふふんと笑っている。

「俺が作り出した偶然だね」

「言い方を変えても無駄です。もうっ！」

　雛は怒って思わず志田を叩いていた。

　いつの間にか、隣に座る距離感にも慣れて少し酔っている。

　ふわふわした心地良さと、志田の軽快な喋りに心地良さを覚えていた。

　そんな時、ふっと唇を塞がれる。

「んっ……」

「昨日よりも、ガードが緩いよ」

「ちが……」

　持っていたグラスを置いて、雛は志田の首に腕を回していた。

　彼を好きになっていく。

　傷ついた心を埋められていく心地良さと、楽しませてくれる会話、どんどん自分の心の中に入ってくる。

　それは詐欺をした男とは全く違うものだった。

　お金をくれないと付き合えない、貯金を下ろしてくれないと俺の人生が終わる。

　そんなことを言われて、結局、全財産を渡して逃げられた。

　でも、志田はお金を持っていても、もっと深い繋がりを作ろうとしてくれる。

　それが嬉しくてたまらない。

　キスは濃密なものに変わり、雛の口内を蹂躙し始めた。

「んんっ……はぁ……」

「前より色っぽい。俺のこと受け入れてくれた？」

　雛は答えるのは避けた。

　まだ距離が縮まるのを恐れて、身体だけ預けていることにしたい。

　また裏切られて、捨てられたらもう立ち直れないような気がするのだ。

　舌が絡まり、自分も積極的にキスをしているくせに、素直に好きだとは言えなかった。

　唾液が混ざりあって、くちゅっと音が立つ。

　恥ずかしさもあるが、舌先が口内を舐めているのが心地いい。

「ふあぁ」

「前より、ずっと素直だ……。こっちも舐めてあげる」

　カウンターの椅子に腰掛けさせられると、ストッキングを脱がされて下着も降ろされる。

　いきなりのことに驚きつつ、以前よりは高揚感を楽しめているような気もした。

　足を広げさせられると、露わになった秘部に志田が舌先を這わせた。

「あっ！　あっ！」

「どうかな。蜜はたっぷり溢れてくる」

「い、いやっ……変になっちゃう」

　足を震えさせながら、雛は悶えた。

　しかし、足の間に顔を埋めると鼻をスンスンと慣らして匂いを嗅ぎながら、いつもならあり得ないような行為を楽しんでいた。

　そのことで余計に羞恥を掻きたてられて、雛はカウンターに身を預けて仰け反らせた。

　蜜芽を舌先で転がされて、突かれるとたまらずに喘いでしまう。

　ちゅっと音を立てて吸いつかれると、蕩けるような感覚に襲われて息がくるしくなるほど喘いだ。

「あっ……あんっ！　そんなに……したら……だめっ」

「もっとしていたいよ。雛はこういうの嫌いだろうから」

「だめ……。汚いし、エッチなところなんて……見せたくないの」

「見せて。そうしないと、続きはしないよ？」

「んっ……んんっ……やっあっ……」

　腰が震えて、舌先は蜜道に入り込んだ。

　突かれたり内壁を舐められたりして、背筋がぞくぞくして快感に戦慄いてしまう。

　腹の奥から蜜が溢れ出し、志田の口を汚してしまうのが申し訳ないのだが、自分では制御不能だ。

　それが余計に背徳的な思いにさせられる。

　くちゅっくちゅっ、その音がリビングに広がると理性が吹き飛び、卑猥に喘ぐことしかできない。

　物欲しげに腰を揺らしてしまう。

　腹の奥がじくじくと疼いて、貫いて欲しい衝動に駆られだす。

「この次が欲しいだろう？」

「……だって……志田さんに嫌われたくない」

「そう思うなら、お願いしてごらん」

　雛はどくんどくんと胸を鳴らしながら、ブラウスのボタンを外した。

　さっきから熱で火照り、身体中がおかしいのだ。

「こっちも……お願いしても……いいですか？」

「いいよ。おねだりが上手いよ」

　言われると、ブラがずらされる。

　そして小ぶりの胸が露わになると今度はそこに吸いつかれた。

「あっ！　あんっ！」

「綺麗に染まってる。尖ってて、物欲し気で、雛みたいだ」

「ちが……」

　先端を捏ねられると、たまらずにイヤイヤと首を振った。

　甘い痺れに抗うように身を捩ると、そのままひっくり返されて、カウンターに手をついて、尻を突き出す恰好にさせられる。

　そして、胸を鷲掴みにされながらそっと尻を撫でられると、身体が震えた。

　蜜が溢れて止まらず、雛は思わず振り向いた。

「ください……。志田さんが……こんな風にするから」

「いいよ。たっぷりね」

　ベルトを緩めてスラックスをくつろげ、下着から男根を抜き出すと、すぐにポケットから避妊具を取り出した。

　そして装着すると、今度はゆっくりと蜜口にあてがい挿入される。

「あっ！」

　熱がじわじわと侵入してきて、隘路をこじ開けていく。

　以前は痛みだけだったのに、今度はそれだけでなく甘い疼きが勝り頭が蕩けて、何も考えられなくなる。

「まだ、少し狭いかな」

「ごめんなさい……」

「これからじっくり、俺が作り替えていく」

　ゆっくりとした挿入だが、最奥まで貫かれると、子宮口につんと当たる度に甘い声をあげてしまう。

　ひくんと体内で動く度に、身体中が鋭敏に反応して、震えてしまった。

「あっ……あっ……あっ！」

「感じやすいね。雛……俺が存分に愛してあげるよ」

　雛はその言葉を受けて、今までになく幸せな心地で満たされていた。

　傷ついた心にたっぷりと愛情が塗り込まれたような気分だ。

　でも、最後の最後でブレーキをかけてしまうのは、雛が単純に恋愛不足だからだ。

　ゆっくりとしたストロークが始まると、雛は目を見開き、胸を揺らした。

　後ろから志田に鷲掴みにされ、一方では腰を支えられる。

　ずんずんと突かれていると、次第に肉壁が男根に絡みつき、淫猥な水音を立て始めた。

　ぐちゅぐちゅと水音が奏でられると、雛は意識が朦朧として、志田の方を向いてしまう。

「あっ……あっ……志田さ……ん」

「そんな顔して、もっと教えてあげるよ。雛の気持ち良い部分」

「だめっ……」

　雛は拒絶するものの、もう心はすっかり蕩けて何も考えられなかった。

　最奥を思い切り貫かれて、隘路がきゅっと締まると襞が絡んで男根を閉めあげていく。

　志田が切ない声を上げると、雛も頭を真っ白にして、身体を仰け反らせた。

　その刹那、腹の奥に白濁が飛沫する。

「あっ！」

　雛の苦し気な声と共に、志田から胸を力任せに揉まれる。

　その痛みと甘い感覚に身を委ねながら、互いに果てたことが分かる。

　志田は息を荒くして、男根を抜くとそのまま雛を抱き寄せて大きな作りのソファにふたりで寝転んだ。

　大きな胸の中に顔を埋めていると、志田の手がするすると雛の内股を撫で始める。

「えっ」

「もう一度。今日は寝かせたくない」

「でも私達……」

「雛、俺達はもう、かなり深い仲だと思うけど？」

　その曖昧な表現に、雛は甘えた。

　恋の失敗を恋で癒やすほど、雛は恋愛に慣れていない。

　でも、実際はそんなこともできてしまって、志田に甘えている。

　そんな自分が信じられなくて、距離を取るつもりも兼ねて〝深い仲〟という関係に身を置こうと決めた。

「上に跨れる？」

　志田の指示にこくりと頷くと、雛はすぐにそそり立つ猛りに、自ら蜜口を押し当てて、体内に挿入していった。

「あっあんっ！　奥にっ」

「エッチな体にしてあげる、雛」

　その言葉に酔うように、雛は腰を自ら振ってしまっていた。
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　自らの失態に悩む日曜日。

　平日は志田の傍でビジネス用語やマナーを教えて離れることもできず、何かあれば連れ出されて美味しい料理を食べさせてくれていた。

　勿論、自らおねだりしてしまったのはあの日だけ。

　でも、あんなに甘い時間を過ごしたことは強烈に脳内に焼き付いて、志田を嫌でも意識している。

　ジャケットを脱げばたくましい胸元を見せつけられ、袖をまくれば男らしく引き締まった腕が顕わになる。更に追い打ちをかけるように、志田がハーフだということが、今になって悩ましい。

　ブルーグレーの瞳に吸い込まれるような錯覚を受けたり、ふわふわとした栗毛色の髪に触れてみたくなったりと、あの夜以来悪い妄想ばかりが膨らんでいる。

　志田は相変わらず、日本語を教えてくれと柔らかい口調でねだり、人懐っこく甘えてきていた。

　社長である為忙しく、最近は雛の出番もかなり減ってきてはいるものの、呼び出されるとマンツーマンとなってしまい、あれこれと疑問をぶつけられて、ふたりの時間を過ごしてしまう。

　そして、お礼とばかりに夜はレストランに連れていってもらっている。

（ああ！）

　頭の中は志田のことでいっぱいだと、ベッドに頭を思い切り擦り付けた。

　心の傷が癒えていないわけじゃない。

　折りに触れ、また裏切られたら？　と悪魔が囁くのだ。

　社長である志田が、自分を相手にするわけがないだろうと、頭の中で至極当然なことを言う。

　でも、雛の心は志田のことでいっぱいで、もう一度甘い感覚に身を委ねてみたくなってしまう。

（どうしたらいいの）

　悩んでいると、ふとスマホが振動した。

　誰かと思っていると、親友の加奈だった。

　結婚詐欺にあって以来、どうしたらいいのか相談していたが、志田が現れたことで連絡を忘れていた。

　そんな自分に呆れつつ、電話を取った。

「加奈。久しぶり、どうしたの？」

「どうしたの？　って、こっちが聞きたいわよ。元気？　連絡がなくなったから、いよいよ何か怖いこと考えてないかと心配で」

「ううん。悪いどころか、良いことが起こってる」

　雛は言うべきか悩んだが、打ち明けることにした。

　正直、これ以上ひとりで悩んでも仕方ないと思ったのだ。

　どうしても、裏切られたことへの執着が先に立って、先に進めない。

　加奈に背を押してもらえればそれでいいし、反対されれば、引き下がるつもりだ。

「あのね。今、とある男性からアプローチされてて」

「また変な男!?」

「ううん。会社の社長。でもお互いの距離感が凄く微妙で。恋人ではないけど深い仲という微妙なお付き合いをしてて。どうしても、私は好きになっていいのか分からなくて」

「まあ、色々あったもんね」

　加奈はしみじみ言う。

　泣いて電話したとき、貯金を取られて途方にくれた雛を部屋に呼んでくれ、たっぷりと話を聞いてくれた。

　もう恋なんてしない！　そう言い切る雛の話をただ黙って聞いて頷いてくれたのだ。

　そんな宣言をした後だというのに、もう恋かと呆れられるかと思ったが、加奈は淡々としていた。

「悪い人とか、酷い人じゃなければ、私は応援する。社長なら、少なくとも〝誰か〟は分かってるから、その点は安心よね」

「そう。それから、仕事しながら人柄もよく分かってきたの」

　雛は人懐っこい笑顔を思い浮かべながら、胸を切なくさせた。

　加奈に相談するまでもなく、自分は志田に恋をしている。

　裏切られるのが怖いだけだ。

「じゃあ、もう好きに恋愛しても平気じゃない？　アプローチされるなんて羨ましいな」

「でも……」

「もしかして、こんなこと二度とないかもよ？」

「二度と、ない」

　その言葉が雛の脳裏に響いた。

　その自覚はあるのだ。

　こんなに理想的な人は、もう二度と現れないだろうと。

　意地を張っているうちに、志田から愛想をつかされてしまわないか、他に女性が現れたら？　と不安でもある。

　随分身勝手な悩みだと自覚しているが、気持ちが分裂しているように、上手く志田だけを想えないのだ。

　でも、二度とない出会いだと言われたら、志田の熱烈アプローチを受け入れても良いと思える。

　彼を信じて、恋して、嫌なことを忘れてしまった方がいい。

「私、頑張ってみる」

　雛は覚悟を決めた。

　恋愛に覚悟が必要かは分からない。

　でも、どこかで嫌われるかも知れないという気持ちがつきまとうと思うと、それなりに心持ちが必要だ。

　加奈は「分かった。頑張って」と言って、電話を切った。

　いつも傍で話を聞いてくれる親友に雛は心からお礼を言って、そして、志田には自分が傷ついた過去があると、打ち明けるべきだと思った。

　いつもは志田から送られてくるメッセージや夕食の誘い。

　でも今日は自分から連絡をしてみようと、スマホをぎゅっと強く握った。

　胸がどくんと跳ねて、『お話したいことがあります』という一文を作るだけでも、かなりの時間が必要だった。

　最後に『会ってお話しできますか？』の文章を付け足すには、更に勇気が必要で、息が止まりそうだ。

　メッセージを送るとすぐに返事が来た。

『今すぐ迎えに行ってもいいかな？』

『大丈夫です』

『三十分後に行く。問題ない？』

『はい』

　メイクは急いで済ませれば平気だし、服はお気に入りの紺色のワンピースを着ればいいだろう。

　すぐに用意して服を着ると、あっという間に時間が過ぎてスマホが振動した。

『おまたせ。アパートの近くに車を止めてるから』

　雛は胸を鳴らせながら小ぶりのバッグを持って部屋を出ると、階段を下りた。

　そして、止めてある車の前に志田を見つけると嬉しさで頬が緩んでしまう。

「志田さん、すみません」

「いいよ、雛が会いたいなんて、嬉しいからね。今日はどうしたのかな？」

「お話があって。どうしても、大切なことで」

「大切？　なんだろう」

　志田はニコニコしながら助手席のドアを開けてくれると、雛は少し申し訳ない気持ちになった。

　きっと、期待させているだろう。

　お付き合いをしたい、そんな話題をしたいから呼んだと思っているかもしれない。

　車が滑らかに走り出すと、都心から出るように海沿いに向けて走り出した。

　雛はもじもじしながら、志田の様子を窺う。

　ブルーグレーの瞳が真剣な眼差しで前を見つめている。

「あの、今日は楽しい話じゃなくて」

「うん。どんな話かな？」

「私、色々あって、そのことをちゃんと話したくて。話したら嫌われるかもしれないですけどいいですか？」

「嫌うことはないかな」

　志田は余裕の笑みだ。

　そんな顔を見せられるのは分かっている。

　分かっていても、嫌われるんじゃないかと怖くなる。

　胸元を抑えて、そっと息を吐いた。

「私、実は志田さんと会う前にお付き合いしていた人がいたんです」

「ふーん。なんで別れたの？」

「結論からいうと、前に少し話しましたが結婚詐欺にあって」

「詐欺？　お金を取られたってこと？　それとも、パスポートとか身分証明書を盗まれたとか」

「貯金を全部盗まれました」

　雛は思い出してもやりきれない手口に、肩を落とした。

　そして、自分がなぜ騙されたのかをそっと口にする。

　思い出しただけでも、胸がきゅっと掴まれて口から言葉が出てこない。

「私、結婚してくれるって言われて、舞い上がったんです。それまでちゃんとお付き合いした人もいなくて、その人といるとなんでも嬉しかった。お昼ご飯奢るのも、『お金を持ってきて』って甘えられるのも、全部、彼女として当然だと思ってました」

「酷い男だね。女性にたかって生きているなんて、最低だ」

　雛はこくんと頷いた。

　でも、恋愛をしているときは、ちっともそう思わなかった。

　お金を渡していることで彼との幸せがある、それでも嬉しくて、貯金を切り崩したり、毎月の給料を半分近く渡したりしていた。

　自分がお金がない生活をしても、惨めじゃないと思えるにはちゃんと理由がある。

「いつも会うと、好きだって言ってくれたり、愛してるって言われたり。私がいないと生きていけないって言われて、信じてました。キスをしないのは愛の証しだって言われて、手も繋がないことをおかしいとも思わなかった」

「つまり、他に女性がいるって気が付いたのは、被害にあってから？」

「そうですね。全部嘘だって気が付いたのは、全て失った時です。私に恋愛感情なんてなかったんだって思い知らされたのは。私ひとりで、好きだって思ってたんです」

「俺が、そいつと同じに見えるとか？」

　その言葉に雛は黙り込む。

　違うとは否定できないのだ。

　加奈に言われた通り、もう二度とない恋愛だと思えば、自分の言葉で喋れると思うのだ。

「私、志田さんをまだ疑ってしまうんです。好きだって思う気持ちもあるんですけど、また騙されてないかって」

「それは仕方ないな。ちょっとショックだけど、俺なりに雛の気持ちが振り向いてくれるのを待つよ」

「すみません。こんなこと打ち明けるのもどうかと思ったんですけど、でも、私志田さんには知ってほしくて。私、ちゃんと次の恋に進みたいから」

　そう言うと、志田は嬉しそうに眦を下げた。

　いつの間にか車は高速に乗っていて、海に向けて走っているようだ。

　志田との間に沈黙が落ちると、車を自動運転に切り替えられ、視線が雛の方に向いた。

「雛は今日俺に会いたいって思ったんだろう？　じゃあ、そろそろ俺のことで頭がいっぱいなんじゃないの？」

「……それが、怖くて」

「まさか、会社で日本語を教えるのが辛いなんて言わないでくれよ。あれとこれは別だ」

「でも……」

　そのせいで、志田を好きになっているのは間違いない。

　何も関わらずに、ただの営業補佐をしていれば話すこともなく、今頃は仕事一筋だと息巻いていたろう。

　少しでも冷静になる為に、志田との距離を置くためにも、仕事の時間だけでも離れて過ごすのがベストだと思う時がある。

「離さないよ。今は俺の大事な人なんだから。昔の男を思い出して、仕事にまで差し障りが出るなんて、最悪だよ。分かったね？　俺がいるから、何も問題ない」

　志田の言葉に雛は心がほぐれていくのを感じた。

「俺は離れることはないよ。雛とずっと一緒にいる」

「……」

「返事はないの？」

「だって、いきなりだから。志田さんにはもっと良い人がいるだろうなって思うんです」

「雛だけだよ。そろそろ、高速を降りようか」

　そう言ってハンドルを握ると、志田は海には行かずに途中で降りてしまった。

　どこに行くのだろうと思っていると、高速から見える大きなホテルにはっとする。

（まさか……）

　雛は身体を強張らせながらも、以前とは違い期待をしていた。

　志田に抱きしめられている時の高揚感は、何もかも忘れさせてくれて、幸せに満ちている。

　その感覚をもう一度抱きたいのは凄くよくわかるが、いきなりのことに気持ちが追い付かない。

　車はするするとお城をイメージしたラブホテルに入ってしまう。

　駐車場に止めると、熱っぽく見つめられて胸が跳ねた。

　こんな目立つところに入るなんてと頬を染めていると、志田の顔が近づいてきて頬に口づけられる。

　車中であることで余計に緊張して身体を強張らせる。

「ちゃんと確認しようか。俺がどれだけ本気か」

「でも……、まだお昼だし」

「嫌だった？」

　瞳を覗かれて、思わず首を振ってしまう。

　透き通った瞳に全てを見透かされているような錯覚をうける。

　もう一度、志田の顔が乗り出してきて雛の唇に志田のそれがふわりと重なる。

「んっんっ」

「大事にする。約束だよ」

　車の中のキスに煽られて、蜜がどっと溢れだした。

　我慢していたつもりはないが、志田を想うと気持ちも身体も抑えきれなくなっている。

　口腔を舐られそうになった時、雛は慌てて身体を離した。

「ちゃんとお部屋でして？」

「ごめん。そうだね」

　上目でおねだりをしてしまったことで、雛は恋をしていることを自覚した。

　車から降りて、雛の手に志田の大きな手が絡んでくる。

　ぎゅっと握られて入り口に入ると、少し古ぼけたチェックインカウンターで、部屋を選び向かった。

「綺麗なところだといいけど。こんなつもりなくてさ」

「え……」

「ちゃんとドライブして、送り届ける予定だった。でも、雛を見たら無理だよ。色々と話してくれたし、俺で満たしてあげないとって思った」

「うん。ありがとうございます、志田さん」

　雛は久しぶりに心から笑顔を向けた。

　いままで志田にはぎこちない笑みしか向けることができなかった。

　自分の気持ちにブレーキをかける為にも、恋をするまいと作り笑顔のように振る舞い、距離をとろうと必死だったのだ。

　でも、今は志田に甘えることができる。

　部屋の前でカードキーを通して中に入ると、志田が後ろから抱きしめてきた。

　そして、顎を掬われてもう一度キスを落とされる。

　口腔を舐られて、雛は向きなおり自らも舌を突き入れて、絡ませた。

「はぁ……んっ……んっ……」

　鼻にかかる甘い声に、雛は自ら酔いしれそうだ。

　こんな声を出す自分が恥ずかしいのだが、志田にはもう隠す必要はない。

「甘えてる？」

「うん」

「じゃあ、早くベッドで続きだ」

　横抱きにされると、大きなふかふかのベッドに降ろされた。

　猫足で天蓋付き、お城のお姫様をイメージした作りらしい。

　自室のベッドはシンプルな作りのもので、こんなに可愛いベッドに眠ることはない。

　首に腕を回して、キスの続きをお願いすると、すぐに口内に舌が割り入った。

　そして、舌を互いに這わせて唾液を混ぜ合わせる。

「んっう……」

　蕩けそうなキスに、雛は蜜で下着がぐっしょりであることすらどうでもよくなっていた。

　するっと手が伸びて、膨らみをそっと触れられる。

「あんっ」

「いっぱいしてもいいよね？」

「うん」

　ブラウスのボタンを全て取られて、ブラがするっと剥ぎ取られる。

　露わになった小ぶりの胸に志田がそっと舌を這わせてきた。

　ひくんと身体を震わせ、雛は小さく甘えた声を出す。

　先端はピンと尖り、そこをぬちぬちと丁寧に捏ねられて、指先でも扱かれた。

「あっ！　あっ……やぁ！」

「綺麗な色になっている。雛も今日はいつも以上に色っぽいね」

「いつもと……変わらない……あっ……そんなに……しないでっ」

　雛は背を仰け反らせた。

　ブルーグレーの瞳が自分の淫猥な表情を見つめて、少し意地悪に笑みを浮かべている。

　羞恥で満たされて、シーツを引いて身体を隠そうとすると腕をぎゅっと掴まれた。

「だめ。見せて」

「だって、今日の志田さん、いつもと違うような気がするから」

「当たり前だろう？　雛がおねだりしてくれたんだから」

　舌は腹のあたりをちゅっちゅっと何度もキスをして、うなじや胸にもキスを落とし、上半身の隅々を舐めていた。

　いやいやと身体を捩るのだが、快楽には抗えない。

　するっとスカートが脱がされると、下着越しに触れられて蜜で汚れたことを確認されてしまう。

「ぐっしょりだ。もっとしようか」　

　雛は首を横に振って、「もうだめ」と訴えた。

　これ以上されたら、本当に身体が変になりそうだし、蕩けた先には何が待っているのか少し怖い。

　身体が自由にならずに、勝手に震えてしまうし、止まらない蜜やぞくぞくする快楽に抗えないのだって、未知なる世界に恐れをなしているような気分にさせられる。

　布越しに蜜芽を圧し潰されると、雛は腰を浮かせた。

「あっ！」

　ぬちぬちと卑猥な音がして、自分の恥ずかしいところを存分に見られているような気がした。

　でも、志田ならそれすらも良いと思えてしまう。

　するっと下着を脱がされると、今度は直に花芽を摘ままれて捏ねられた。

「ああっ！　志田さんっ」

「今日は命って呼んで欲しいな」

「メイ」

　名前に慣れずに戸惑っている中でも、秘丘を指が往復して捏ねられて、足ががくがくと震えだす。

　開脚させられると、今度は蜜壺にいきなり人差し指と中指、二本挿入された。

「あんっ！　やあ！」

「気持ちいい？　指に纏わりついてくるけど、雛はどうかな」

「言えない……。恥ずかしいっ」

「言って欲しいな」

「だって」

　じゅぷじゅぷと激しい水音を奏でられると、はしたなく腰が揺れてしまう。

　内壁を擦られ、弱い部分を探られると今までに感じたこともない快感がぞくぞくと背を這ってくる。

「あっ……あぁ！」

「ここ、弱いかな？」

　雛は涙目になりながら、こくんと小さく頷いた。

　指を奥深く突き入れられた先が、ひどくジンジンと熱くなり、そこを刺激されたり、内側を擦られたりすると、頭が蕩けてしまうのだ。

　止めてと言っても、心の隅で続けて欲しいと願っている自分もいる。

「最後まで……して……ください」

　うっとりとした目でお願いすると、志田は嬉しそうに口角を上げた。

　足はひくんひくんと痙攣して、蜜が溢れ出て止まらない。

　自分の身体ではないような感覚なのに、胸の奥が切なく疼いてたまらないのだ。

　志田はスラックスをくつろげると、ベルトをそっと緩めた。

　男根はすでに猛り、そそり立つ。

　そこに避妊具を装着すると、そっと蜜口にあてがわれた。

　するっと入ることにも驚いたが、ただ挿入されただけなのに、熱を感じただけで身体がひくんと震えるほどの快楽を得ていることにも驚かされた。

「あっあっ！」

「今日はどうした？　いつもよりも……敏感かな？」

「違うの……。そんなつもりで会いたいって言ったわけじゃないの……んっ……んっ……」

　奥までゆっくりと貫かれると、熱が子宮の入り口に当たる。

　ぐっと押し当てられると、身体が弓なりにしなった。

「んあっ！」

　肉壁が猛りに絡みついて、咥え込んで離さない。

　ゆっくりとした抽送が始まると熱の動きを敏感に感じて、はあはあと身悶える。

　入り口付近に熱があると、もどかしくて、奥に入ると満たされた。

　そんなことを考えてしまう自分が信じられないと、雛はいやいやと首を振る。

　そんな卑猥なことを考えて良いわけがないと、声を上げるのだが、どうしても甘えた声になってしまう。

「メイッ……メイッ……」

「心地良くなってきただろう？　膣で絡んで離してくれない。気持ちいいって言葉に出すといい」

「嫌いにならない？」

　涙目で訴えると、志田は頷いてくれた。

「凄く、気持ちよくて、変になりそうなの」

　その言葉に、志田が応えるようにキスをくれる。

　身体が密接にくっついて、口腔まで蹂躙されると、息すらままならないことに、支配されてく感覚が、たまらなく気持ちよくなってしまう。

「もっとして欲しい？」

「お願い……もっと頂戴……」

「いいよ。雛のお願いだからね」

　そうして、ゆっくりとしたストロークが始まると、奥に当てるように激しく突き入れられた。

　段々抜き差しが激しくなると、雛は息をするのも辛くなってきて喘いでしまう。

「あっあっ！」

　ぷるんと揺れる小ぶりの胸を、志田に鷲掴みにされ先端を扱かれる。

　身体中に志田の温もりを感じて、雛はトロトロに蕩けてしまうしかない。

　腰を勝手に使い、熱を奥に感じながら次第に何も考えられなくなってしまう。

　腹の奥で今にも猛りは爆発しそうで、志田も息を切らせていた。

　互いに名前を呼び合い、手をぎゅっと握り合う。

「メイッ」

「雛っ」

　その刹那、腹の奥で白濁が飛散する。

　どくどくと脈打つ様を腹の中で感じながら、雛は蕩ける意識のまま、志田を抱き寄せた。

「好き。メイ」

「俺もだよ。雛」

「離れないで」

「分かってる」

　息を切らせながらした約束に、雛は確かな手ごたえを感じていた。

　この人なら裏切らないし、嘘もつかない。

　ひとりにさせられることもなく、ずっと一緒に居てくれる。




　しかしこの時既に、メイの手帳にはアメリカへの帰国予定が書き記されていた。
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　あの日はどれだけ愛し合ったことだろうと、ぼんやり朝のデスクで考えていた。

　恋を知り、エッチを楽しみ、もはや結婚詐欺の痛手は完全に消えて、頭の中は志田のことでいっぱいだった。

　志田に早く会いたくて、始業時間よりもかなり早く来てしまってコーヒーを飲んで、ぼんやりとしているのだが、肝心の志田はまだ来なかった。

　郊外のラブホで愛の確認とは、ちょっとロマンティックではないかもしれないが、志田の計画が狂ってそうしてしまったのだから、雛にとっては嬉しい。

　自分の想いが通じて、彼と一緒にこれからの時間を作っていけるのだから。

　後ろから突かれたり、お風呂でエッチしたり、目隠しされたり、帰る時間を惜しんでずっと抱き合っていた。

　飽きることなく、志田が雛を求めてくれたことも嬉しい事だった。

　何度も互いに愛情の確認もした。

　ベッドの上でのあんなこと、こんなこと、そんなことを思い出すとにやけてしまう。

　今日は志田に何を教えようかと、日本語のビジネス用語集を広げると肩をぽんと叩かれた。

　志田かと思い満面の笑みを向けて振り向くと、そこには営業部長がいた。

　はっとして難しい顔をして挨拶すると、部長は咳払いをした。

「ちょっと、話がある。応接室に来なさい」

「分かりました」

　なんだろうと思いつつ、お説教をされようが嫌味を言われようが、自分には今は志田がいるのだからと気持ちは軽かった。

　応接室に通されて、固いソファの上に座ると、部長はもう一度咳払いをした。

　言いにくそうな顔をしてから、ぽつんと喋りだす。

「社長と付き合っているそうだね」

「……あ、いえ。その……」

「大丈夫だ。これは社長直々の伝言だ。君との関係を噂にするなときつく言われている。正直なところ、驚いたけれどね。上手くやれよ。まだ志田社長を狙っている女性は多いから」

「はい。分かりました」

　部長は頬を赤らめながら、ため息を吐いた。

「とりあえず、そういうプライベートなことを俺が話さないといけないことには理由がある。志田社長は、一度アメリカに帰国した」

「え……」

　頭がくらりとして、何も考えられなくなっていた。

　あれだけ存分に抱き合って、愛してくれていると実感した。

　傍にいると誓ってくれたし、大好きだとも何度も囁いてもくれた。

　それが、いきなり帰国だなんて。

　また裏切りなのだろうかと、嫌な考えが頭をよぎってしまう。

「志田社長本人から伝える暇がないから、俺から伝えるように言われているんだが。仕事の事情でどうしてもアメリカの子供服メーカーとコネクションを作ったり、デザイナーに声を掛けたりしておきたいらしく、以前から役員の間では決まっていたんだ。もう少し色々な服のデザインを展開した方が良いと、志田社長も言っていて、今回の帰国は会社の為のものなんだ」

「前から決まっていたんですか？」

「そうだな。半月前からか」

「半月……も前」

　頭がまたくらっとする。

　そんな前から決まっているなら、話して欲しかった。

　昨日話してくれれば良かったのに、志田はそんなことは一言だって言わずに抱きしめるばかりだった。

　大事な話は自分には必要ない、そういう薄っぺらい関係なんだろうかと、どうしてもマイナス思考になってしまう。

「二週間ほどの滞在後、こちらに帰国予定だ。俺も今朝、話を伝えてくれと言われた」

「すみません」

「構わない。それより大丈夫か？　確か、社長の為に色々仕事していたよな？　二週間は営業補佐に戻らせるように指示されている。問題ないか？」

　雛は小さく頷いた。

　社長がいないのなら、自分のできる仕事は営業補佐だけだ。

　資料作りに徹して、また陰のような存在になる。

　眼鏡のブリッジを押し上げると、昔のように少し卑屈な感情が顔を覗かせる。

　志田がいるお陰で少し自分の存在が華やかになったような気分にもなれたが、本来は陰のようにいないも同然の人間なのだ。

「じゃあ、元の席に戻って仕事を頼む。早速頼みたい仕事があると聞いているから」

「分かりました」

　お辞儀を交わすと、雛は立ち上がり部長と応接室を後にした。

　席に戻ると、資料の山が置いてあった。

「悪い、明日の会議までに資料を作ってくれないか？　新規開拓の為の資料が欲しい」

「分かりました。すぐに取り掛かります」

　雛は落ち込む暇はないと、すぐに紙の束に目を通し始める。

　頭の片隅で志田の笑顔がちらつくが、恋にうつつを抜かしているからこんなしっぺ返しを食らうんだと、自分を叱咤した。

　売り上げを見つめていると、志田がアメリカに行った理由が少し理解できるような気もする。

　以前からじわじわと落ちていたが、ここに来て競合他社に離されている印象だ。

　テコ入れの為に着た志田が色恋に溺れ責務を疎かにしていては意味がない。

　でも、一言アメリカに行くと言って欲しかった。

　裏切らないと約束してくれるのなら、二週間も会えないのは辛いと分かっている筈だ。

（どうしてもメイのこと考えちゃう）

　だめだと言い聞かせて、簡単な資料からさっさと作っていこうとパソコンに入力していった。
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　志田は飛行機の中で、ぼんやりと雛のことを考えていた。

　きっと怒ったろうと、自分のしたことを恥ずかしく思う。

　昨日のデートは、あくまでも海沿いを歩いたり、食事をしたりするだけの普通のデートの予定だった。

　でも、雛が恋に臆病になった理由を聞いたら、居ても立っても居られなくなって、高速から見えるホテル群に車を向けていた。

　本当だったら、翌日から二週間くらい仕事で会えないことをしっかりと話す予定だったのだが、冷静ではいられなかったのだ。




　日本の知人から子供服の会社にテコ入れに来てくれと誘われた時、無碍に断ることもできず引き受けたが、日本に行くことには抵抗があった。

　ハーフといえど、志田の見た目は欧米人に近い。

　そんな見た目をした自分を、役職付きの年上の人間が認めてくれるのだろうかと。

　年齢差別のある国で、志田の評価はきちんとされるのかも不安だった。

　でも、その男性は志田よりはるかに年上であるにもかかわらず、頭を下げて「頼みます」と懇願してきたのだ。

　その必死さに、志田は自分の不安などどうにでもなると、仕事を引き受けた。

　が、やはり待っていたのは文化の違いだった。

　自分の周りを囲むのは年上の人間ばかりで、若い人間の言葉を聞くことはない。

　テコ入れをしてくれと頼まれて、志田は真っ先にこの会社のあり方に問題を投げかけた。

　古いやり方では変えられないし、役職付きの人間が支配している会社では、もう遅いのだと。

　それを止め、年齢に関係なく有能な者が能力を発揮し働ける会社に変えることを会議で決めさせた。

　その時に役にたったのが、雛から教えてもらったことだった。

　大袈裟な握手は避け、頭を下げ、謙虚に振る舞うことの大切さを教えてもらい、それを実行したのだ。

　尊敬語と謙譲語を使いわけ、自分もへりくだった言い方ができることも、時には伝える。

　志田が部下に対して「部長の仰るとおりです」と言うと、一瞬くすりと笑いが起こった。

　でも、真面目に言った志田の顔を見るなり、意味があって使っていると理解された。

　部下であっても、時にはへりくだった物言いになること、尊敬の意を表すことで、少しでも上司と部下という関係は打ち砕くことはできないかと提案した。

　すると、案の定反対にあった。

　それはお笑い芸人のすることです、と。

　では代替え案はあるかと言うと、次第に役員から部長まで真剣に考えるようになってくれた。

　そして、今では前より周り良好な関係を築けている。

　だからこそ、大切な話を雛の上司に言付けたのだ。

　自分が本来呼ばれている理由は、会社のテコ入れ。

　雛との時間は変えがたいものだが、二週間ほったらかしにするわけじゃない。

　すっとスマホを取り出して、すぐに雛にメッセージを送った。

『いきなり出張で悪かった。また連絡する。今晩にでも』

　そう送ると、志田は飛行機の中で会ってくれそうな子供服のデザイナーをピックアップしていった。

　このまま会社の売り上げが落ちるのは避けたいし、誠意を持って対応してくれた部下達の為にも、成果をあげて帰りたいのだ。

　何人か連絡先が掴めると、すぐにメールでアポを取り付け、現地で会う約束を取り付けた。
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　仕事が終わると、すぐにスマホを見て志田からメッセージが届いていないかチェックした。

　時差もあるから、昼と夜が逆転しているだろう。

　それでも志田は、日本時間に配慮して雛の都合の良い時間帯に毎日毎日、メッセージをくれた。

『お疲れさま。今日はどうだった？　こっちは今朝だ』

　志田のメッセージを見て思わず顔が緩む。

　嬉しくて、ほっとしてしまうのだ。

『おはよう。こっちは忙しいけれど、いつもと変わらないから平気。メイに日本語を教えていた時が一番大変だったかも』

『そうか？　営業部長に、資料作りをたっぷりお願いしておいたが』

『メイが！　もう。本当は大変なんだから』

　メッセージのやり取りは止まらなかった。

　電話でも良かったが、声を聞いたら会いたくてたまらなくなってしまうだろう。

　手帳には、志田の帰国日が書かれている。後三日我慢すれば帰ってくる。

　でも、ほんの少し声が聞きたいと思って、電話をしてもいいかとメッセージを送る。

『いいよ』

　そう言われて、雛はすぐに電話をした。

　初めての国際電話で間違いがないかそわそわしたが、すぐに志田の声が聞こえてきた。

「おはよう。雛」

「メイ！」

「どうした？　いつもメッセージだけだろう？」

　眠たげな声はどこか、ベッドでじゃれ合う時の甘えを含んだ声に似ていて、雛はそろそろ我慢の限界だと告げそうになってしまった。

「眠たいの？」

「うん。まだ起きたばっかりでね。雛の夢でも見られればいいのに、しっかり仕事の夢だったよ。ちょっとうなされた」

「大丈夫？」

　雛は心配して、スマホを強く握った。

　距離として離れているのは当然だが、二人の間に時差がある、という事実がメイとの距離をより決定的なものにしてしまっているように感じた。

「後少しだから」

「雛が迎えに来てくれるんだろう？」

「そのつもり。部長にもバレちゃったから」

「悪かった」

　雛は置いていかれたと錯覚した日のことを思い出す。

　あの日はさすがに仕事しかすることがないかと落ち込んだが、昼にはすぐに志田からメッセージが入り、謝罪の言葉が添えられていたのだ。

『いきなり出張で悪かった。また連絡する。今晩にでも』

　でも、メッセージは夜ではなくて、夕方にまた来たのだ。

『こっちは今商談相手を待ってるところ。雛はおみやげ何が欲しい？』と。

　雛は置いていかれたという気持ちはなくなり、すぐに返事を返した。

『ちゃんと帰ってきてくれればいいから』

　それしか伝えられなかった。

　海外に行けば、そこにしかないブランドや雑貨だってある。

　でも、雛は今、志田が無事に帰国してくれることを何よりも願っていた。

　そして、そんなメッセージを繰り返しているうちに、残り三日となった。

　志田は子供服のデザイナーひとりと商談を成立させ、近いうちに日本で打ち合わせをすることを決めたそうだ。

　デザイナーの名前を聞いて、雛は耳を疑った。

　日本では高級ブランドの子供服を手掛けているとデザイナーで、そう簡単に声をかけられる人ではないと思っていたからだ。

　雛の勤める子供服〝ジョイント〟は、まだ高級志向のある人を対象にしていない。

　勿論、安い服というわけでもない。

　もしかしたら、これを機会に高級志向に方向性を変えるのかと志田に訊くと、そうじゃないと言われた。

　そのデザイナーの服を少しでも安価に買えるようにする。

　でも、安売りはしない、そういう契約をしたそうだ。

　価格帯は〝ジョイント〟に合わせ、今まで通り。高級面よりもカジュアルなデザインを重視していくと言われた。

　それを聞かされたとき、志田が本当は凄い人なのだと自覚させられた。

　そんな人が自分に一目惚れかと思うと、本当に運命的なものを感じる。

　雛は電話越しに話をしながら、早く会いたいという素直な気持ちを伝えた。

「愛してるよ。雛に俺も会いたい」

　その言葉が胸に染みて、雛はその日も仕事を頑張れると、電話越しにキスをしてしまう。

　音だけのキスに胸を鳴らせつつ、志田との電話を切った。

　もう不安はなくなって、距離が離れていても好きだと思えるほどに志田を想えるようになっていた。
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　フロアの灯りがひとつひとつ消えていくなか、雛は明日の為に資料と新製品をアピールする為の試算書を作っていた。

　志田からどんな仕事をしているか聞かされて、触発されて頑張っているのもある。

　それに、帰国までにちゃんと仕事を終わらせてすっきりとした気持ちで会いたい。

　しかし、ふっとパソコンに陰が落ちた。

　何かと振り向いて眼鏡をくいっと上げると、普段は話すことのない女子社員が立っていた。

「眼鏡ちゃんさ、ずーっと残業するのは良いんだけど、ひとりだけ頑張りアピールすると、周りが努力してないと思われるでしょ？　家で仕事したら」

「こっちまで余計な仕事も回されて、残業になりますし。普段大した仕事ことしないんだから。無理しないで帰りましょう」

　背の高いフランクな口調のメイクの濃い女性社員と寄り添うようにして、黒髪をひとつに束ねた、自分と同じような印象の女性が立っている。

　凸凹コンビと言っては失礼だが、あまり接点がないような風にも見えた。

　それにしても、酷いことだ。

　パソコンで眼鏡を光らせながら、雛は電源を落とす。最低限の資料を持って帰り、家のパソコンで作業をしようと決めたのだ。

　彼女たちは今まで雛が成績を残すこともなく、サポートに徹していたことに安心していた人だろう。

　でも、最近は社長室に呼ばれて仕事をしたり、こうして残業したりと、目立った行動をしている。

　言いたいことは分かっている。

　出しゃばると、周りが面倒だから止めてくれ、本音はそれだ。

　それに、見下していた筈の雛にスポットが当たるのも悔しいのだろう。

　それだって分かっている。

　でも、この仕事は大事なものであり、会社の為でもある。

　ただ目立ちたいだけでもなく、お金の為だけでもなかった。

　何かの役に立てればいい、そんな思いも雛の中にじわりと芽生えている。

　志田が海外に行った時、自分以外のことも真剣に考えていることを聞かされたせいだろう。

　勿論、彼は社長だから当然だが、成果を残すことは容易いことじゃない。

　自分とも付き合ってくれながら、会社の成績も残していることに尊敬してしまったのだ。

　このくらいの嫌味でへこたれてはいけないと、雛はバッグに資料を詰め込んだ。

　合皮のトートバッグは分厚く膨らみ、不格好になる。

「じゃあ、仕事は家でやって」

「合コンも興味ないですよね？　男より仕事なのは分かっています」

　雛は小さく頷いた。

　陰の存在であると決めていても、努力して頑張ると、それを妬む人間が現れるのは分かっていた。

　些細なことでも、気に入らないと思えばすぐに陰口を言うのは、もはや人間の習性だろう。

　今まで目立った仕事ぶりを見せなかった雛が、突然残業ばかりし出したのが気に入らなかったらしい。

　あからさまな嫌味に、奥歯を噛みながら、雛は彼女たちと自分はもともと住む世界が違うのだと自分に言い聞かせた。

（合コンは元々嫌いだし、私にはメイがいるから）

　そう言い聞かせて、雛は重くなったバッグを持って帰ると、電車に揺られて自宅のパソコンを起ち上げ、仕事の続きを始めた。

　眼鏡をかけていると疲れてきて、時々、眼鏡を取って目を細めたり遠くを見たりしながら、資料を作り上げた。

　勿論、その晩志田からメッセージがきても、このことは秘密だ。

　彼だって仕事の良い面しか今のところ話してくれていないのだから、雛だって踏み込んだことは言わない方が良いと思える。

　グチグチしたことを言っている時間よりも、志田からの甘い言葉を聞いていたい。

　そう思っているうちに、志田からメッセージが届いた。

『お疲れさま、今日の仕事はどうだった？』

『今日も頑張った。メイはこれから仕事よね？　頑張って』

　何気ない会話に幸せを見つけて、ほっとして、雛の心は満たされていた。

　でも、もしも本当に何もかも話せるような関係になれたら。そんなことを思うと、今日あったことを思わず送りそうになる。

　だめだと制止して、メイに『いってらっしゃい』と言葉を贈った。
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「おかえりなさい」

　空港で出迎えると、志田はシールが沢山貼られているキャリーバッグを転がしながら雛に笑みを見せてきた。

「ただいま」

　何気ない一言だと思ったが、電話越しでは言えない言葉だと実感する。

　時差があって、昼と夜が逆転し、挨拶も正反対になる。当たり前の挨拶を交わすことが愛おしくなっていた。

　いつも志田が気を遣って、日本時間に合わせて挨拶をしてくれていた。　

　でも、その日はそんなものを気にせずに当たり前に顔を突き合わせて挨拶が言える。

「ここでハグしないの？」

　志田は苦笑しながら、大袈裟に手を広げてみせた。

　それを雛は顔を振って否定する。

「しないです。だって、部長に言われて迎えに来たんですから」

「じゃあ、そのまま仕事に戻るのか？」

「え……いえ……それは」

　雛はとくとくと胸を鳴らせる。

　部長は志田の関係を知っている為に、迎えに行ったら社長の指示に従えと言ってくれた。

　勿論、仕事に戻れと言われたらそうするつもりだ。

　でも、志田を前にして、また黙々とパソコンに向かうなんてそんな冷静でもいられない。

「部長はなんて？」

　志田が雛の瞳を覗き込みながら、意地悪く訊いてきた。

　もじもじしながら、雛は上目で言う。

「社長の命令に従えって、言われました」

「分かった。じゃあ、この後は俺と雛は自由行動だ。いいね？　仕事は問題ないんだろう？」

　雛は頷いた。

　この日の為に、余計な仕事があっては困ると全力で終わらせたのだ。

　勿論、雛がそんな努力をしていると気がついている人間はいない。

　黙々とパソコンに向かう雛は、一部の女子社員からは邪魔だと言われている。

　この日までに、何を言われようとも、雛は仕事を終わらせようと自宅に持ち帰ってまで頑張っていた。

　だからこそご褒美が欲しい。

　眼鏡の隙間から上目でお願いしてしまう。

「あの、抱きしめてもらえませんか？」

「雛？」

「この日までに、お互いに頑張ってきましたよね。二週間も会えてませんよね？」

「うん、そうだね。会えてない」

　そう言うなり、雛の腰にそっと手が回される。

　持っていたバッグを落としそうになりつつ、雛は息を呑んだ。

　空港を出るとすぐにシティホテルがあり、そこまでタクシーで行ける。

　自分から誘ったことを気恥ずかしい思いもあるが、二週間分の愛情を感じたい。

「雛。ひとりにして悪かった」

「ううん」

　そう言ったものの、会社で自分が陰の存在ではなくなりつつあることに、不安を覚えてしまう。

　いつの間にか少しずつ目立つ存在になり始め、仕事を頑張れば足を引っ張られる状況になってしまった。この状況に不安を覚えてもいる。

　そんな状況を志田に話せるわけもなく、ただ甘えるだけしかできない。

　タクシーに乗り込むと、雛は俯いた。

「どうかした？」

「ううん。本当に寂しくて。いきなりいなくなるから」

「ごめん。急ぎでね。本当は前日にちゃんと話すつもりだったんだが、あの時は雛のこと抱きしめたくてさ。悪かった」

「ううん」

　きっとそうしてくれた方が良かったろう。

　会えなかった二週間の間、志田はずっと連絡をくれていたが、寂しくて辛くて志田の代わりに人形をぎゅっと抱きしめて気分をごまかしたのだ。

　それに自分が会社で目立ち始めてしまったことで、会社での仕事がしづらくなってしまった。

　それを志田に言えたら。そんな想いを抱えたままホテルに着いてしまった。

　降りてエントランスを抜けると、すぐにチェックインの手続きを済ませて、部屋に向かった。

　部屋はスイートルーム。最上階だ。

　エレベーターに乗ると、すぐに抱き寄せられて額にキスを落とされる。

　甘い感覚にひくんと身体が震え蜜が溢れ出すのを感じた。

　顎を掬われて、すぐに舌が割り入るようなキスをされると甘い吐息が自然と漏れてしまう。

「んっ……だめ……」

「人は乗ってこない」

「でも……」

　慣れないことに、腰を引きよせられても抵抗してしまう。

　いつもよりも強引で、雛は胸を鳴らせた。

　口腔を舐られて舌を絡め取られると、すぐに吐息が漏れてしまう。

　最上階に着くまでに、キスだけ気持ちよくさせられてしまいそうで、うっとりと志田を見つめていた。

　雛も甘えたくてたまらずに、舌を絡めて首に腕を回した。

「その気になってきたじゃないか」

「だって……」

「二週間も会えなかったからな」

「そう……本当に辛かったんだから」

　雛は泣きたい思いを胸に秘めながら、志田の口内に舌を突き入れて舐めた。

　いつもは志田にされるがままだったが、今日は雛も積極的だと思う。

　互いに唾液を絡ませて、雛は足が震えそうになった。

「んっんっ……ふあっぁ……」

「そろそろ着く。すぐにお風呂に入ろうな。雛」

「うん」

　甘えて強請ると、エレベーターの扉が開いた。

　志田にしな垂れかかりながら部屋に向かい、なだれ込むように入る。

　志田は風呂場に向かうとすぐに栓を閉めて湯を入れだした。

　もどってくるなり、今度は雛の身体をじっくりと見つめてくる。

「どうかした？」

「久しぶりに見たから、なんだかちょっと落ち着かない」

「それは私だって同じ」

「脱がせてあげる」

　雛は言われるがまま、志田に甘えた。

　洗面所には大きな鏡があり、志田が後ろから丁寧にブラウスのボタンを外す姿が映っていた。

　ブラウスを脱がされると、露わになったブラに手がかかりそっと剥ぎ取られた。

　そして小ぶりの胸が見えると、するっと手が伸びて先端をふにっと揉まれる。

「あっ！」

「ちょっとずつちょっとずつ、今日は雛の身体を堪能するから」

「……どうして？」

「だってその方が、雛も嬉しいだろう？」

　雛は小さく頷いた。

　激しく思い切り貫かれるよりも、じわじわと志田の手の中で転がされて触れられる方が、好きだと最近気が付いたのだ。

　志田のブルーグレーの瞳がじっと自分を見つめてくると、卑猥な声を上げる瞬間に、本当に現実逃避をしているなと感じてしまう。

　雛は今日こそ、その気分を味わいたい。

　背中にちゅっとキスをされながら、そっとスカートとストッキング、下着も脱がされる。

　鏡には裸の自分が映り、思わず隠す。

「だめだよ。雛。今日はちょっと意地悪なことをするから」

「なに？」

　志田はネクタイをするっと解くと、雛の手にくるくると巻きつけて後ろ手に縛ってしまった。

　自由が効かない状態で、雛は後ろを向いた。

「俺も結構酷いやつだと思うんだが、ストレスフルだと割りとセックスが過激になる」

「えっ……そう、なの？」

「そういうもの。交渉して、新しいデザイナーを見つけるも大変だった」

　そう言いながら、雛の背中にちゅーっと長いキスを落とされる。

　思わず淵に手を突いてしまうと、そのまま尻を突き出すような恰好にさせられた。

　うなじに舌が這いまわっていたと思うと、そのまま痛みを伴うキスが始まる。

「んっ……メイ」

「今日はいつもより、本当に意地悪なことをしてもいいかな」

「なに？」

　雛は不安になって顔を上げるが、キスの嵐に負けてもう一度仰け反ってしまう。

　はしたない表情をした顔が鏡に映り、思わず目を閉じた。

　すると、今度は左手で膨らみを鷲掴みにされ、先端を捏ねられる。

　右手は露わになった秘部を撫でて、そのまま一本指を突き入れられた。

「あん！」

　じゅぷじゅぷと音を奏でながら、そっと志田の顔を見つめてしまう。

　とても満足そうで、満たされているような顔に見える。

　いつもは見ることができない、志田の一面だ。

「もっと……メイでいっぱいにして」

「今日はそのつもりだ。俺だけの雛にしたい」

「私、メイ以外に……誰も……あっ……あっ……！」

　内壁を擦られて、雛は喘いだ。

　手を縛られているせいで、余計に志田に対しての想いが膨らんでしまう。

　ふくらみをふにふにと揉まれて、先端を摘ままれると同時に、蜜芽が弄られた。

　身体は大きく仰け反り、今までに感じたことのない快楽に頭が蕩けてしまう。

　ぐちゅっと大きな水音を立てながら、指が激しく抜き差しされて雛は口をぱくぱくさせた。

　肉襞が志田の手に絡みついて、隘路が甘い疼きに反応するようにぎゅっと締まる。

「あっ……あぁ！」

　縛られた腕を大きく振ると、雛は頭を真っ白にさせた。

　いつもと違って身体が鋭敏に反応する。久しぶりに体内に志田の指が入るだけでも、快楽に呑まれてしまう。

　それなのに、志田はいつもよりずっと気持ちよくしてくれていた。

「メイ」

　涙目で振り向くと、志田は手の拘束をほどいてくれる。

「ごめん。こういうの、俺は割と趣味でね。嫌だった？」

「ううん」

「むしろ好き？」

　口にできずに頷くと、額にキスをしてくれる。

　雛は今までの我慢が嘘のように、心も身体も満たされていくのを感じた。

　潤んだ瞳でもっとしてと訴えると、志田はキスをしてくれる。

　半裸の志田の姿が綺麗で、雛はいつも以上に胸を鳴らせて、そして開放的な気分になっていた。

「私、メイに気持ちよくなって欲しいの」

「え？」

　口で説明するのは恥ずかしくて、そっと跪いてスラックスを引き下ろした。

　慌てる様子のない志田を見て、そのまま下着を引きおろす。

「私も、色々大変で。今日が凄く楽しみで」

「それで、こんな風になれるなら、いつも疲れてて欲しいな」

「それはいや……」

　目の前にすでにそそり立つ猛りを両手に持ち、そっと口に含んだ。

　むせるような匂いを感じつつ、そのまま舌や唇を使って扱いていく。

「あってる？」

　上目で志田を見つめると、照れたように顔を逸らされる。

「大丈夫。こっち見なくていいから。雛がしてるなんて、考えられない」

「……だめだった？」

「いや、凄くいい」

　丁寧に舌を使って舐めると、ひくんと猛りが動いた。

　どうしたらいいのか分からず、口に含んでみたり、舌先で舐めてみたりしていると、次第に要領を得てきて、口腔に含んでみる。

　そして男根を扱きあげると、志田が「うっ」と切ない声をあげた。

　そのまま口内で丁寧に舐めると、蜜口から苦みが零れだし、はっとして雛は顔を逸らす。

「もう、そろそろお風呂に入ろうか」

「う、うん」

　自分でも自分の行為に驚いていた。

　でも、志田の傍に居たいと思うと、尽くすことだって大事だと思えてしまう。

　バスルームに向かい、湯船に浸かるかと思ったのだが、壁に手を付かされてしまった。

　そして蜜口に男根があてがわれる。

　そのまま一気に貫かれると、雛ははっとした。

　志田は今日、意地悪なことをしたいと言っていたのだ。

「意地悪なことをって、これ？」

「そう、何も付けないで自分だけの雛にしたい」

「でも……」

　不意の不安に、雛は戸惑う。

　深い仲になったし、自分の処女を捧げたのは志田だ。

　気持ちを癒やしてくれるのだって彼だし、一緒にいたい。

　でも、まだ少し、お互いの気持ちがズレているような気がする。

　雛の気持ちとは裏腹に力強いストロークが始まると、いきなり最奥を突かれて胸を揺らせた。

　後ろから小ぶりの胸が鷲掴みにされると、そのまま思い切り何度も突かれる。

　隘路が絞まり、はしたない水音がバスルームに響き渡った。

　襞が男根に絡みついて、更に深く挿入を望むように食い付いている。

　ずんずんと突かれて、雛は大きく仰け反り、息をはあはあと吸って喘ぎ、体内の熱を存分に感じてしまう。

　腹の奥で膨張した熱が今にも破裂しそうだった。

「あっ……メイッ……奥が……凄いのっ！」

「どんな風に？」

「メイでいっぱいに……なってる……もっと……して？」

「分かってる」

　子宮を突くような激しさに、雛は腰を揺らせた。

　そのまま奥を何度も突かれていると、熱は膨張して、腹の奥で熱を履きだそうとし始める。

　志田は息を荒くして、雛を抱き寄せながら蜜芽を摘まんだ。

「あっ……やぁ！」

「蕩けそうだろう？」

「もう、だめっ」

　その刹那、ふたりは快楽の坩堝に飲まれ、白濁は雛の腹の奥で飛散した。

　どくどくと溢れ出る志田の精が足を伝い落ちていくのを、雛は荒い息を繰り返しながら感じていた。

　身体が密接に繋がり、もう志田がいなければ生きていけないくらい、好きになっていた。

　でも、肝心の弱い自分を見せられていない。

　それは志田だって同じだ。

　彼の弱い部分をまだ知らない。

「ねえ。もう一度いい？　雛の身体、柔らかい」

「メイ」

「好きだよ、雛。今は雛と一緒にいるのが一番幸せなんだ」

　少しごまかされたような気がしたが、雛も「好き」と伝えると、互いにバスタブに浸かり、もう一度抱き合ってしまった。

　湯船で抱き合ってしまうと、すぐにのぼせてしまい、今度はソファの上で抱きあう。

　白濁は腹の奥に全て放たれて、志田の愛情を感じていた。

「必ず幸せにする。結婚を考えて、もっと真剣に付き合っていこう」

　志田が夜明け前のベッドのなかで、雛に言った言葉は忘れないだろう。










第五章











「どうして認めてくれないの？　相手の何が不満？」

　日曜の夜。雛は両親に志田を紹介したいと電話をしたのだが、思いもよらず、反対されていた。

　理由はただひとつ、アメリカ育ちのハーフだからだ。

　肩書きが社長であろうと有能だろうと、国籍が違うということだけで反対された。

　そのことに雛の怒りは爆発して、何度も志田の良い所を伝えたが、最終的にはいつも同じことを言われる。

「育った環境が違う人と結婚すると、とても苦しいと思うわ。文化も違うでしょ？　相手がハーフであっても、日本で暮らしていないのなら、海外の方と同じじゃない」

「でも……。メイは日本人よ」

「そのメイって名前だって、日本じゃいないわ。どんな字を書くの？　当て字でしょう？」

「名前って……。そんなことを気にするの？　問題はメイの人柄じゃない」

「そうだとしても、まずは人はぱっとした印象で判断するわ。メイさんが悪い人でなくてもね。まずは、それを拭い去ることができるだけのことをして欲しいのよ」

「どういうこと。だってもう充分よ」

「面倒だと思っても、日本のやり方の結婚式を挙げて欲しいし、いきなりハグやキスはされたくないわ。ねえ、お母さんの気持ちも分かるでしょう？」

　そう言われて、雛は言葉に詰まるものがある。

　志田はきっと、かなり日本人に合わせて生活しているのだろう。

　でも、いきなりのハグだとかキスとかは、当たり前のようにしてくる。

　それを母は怖がっているのだろうし、今後の生活を考えるとどの国に住むのか、というのも課題になりそうだ。

　志田が母国に帰りたいといえば、雛は母としばらく会えなくなってしまう。

　逆に雛に合わせて日本で生活したいと言えば、志田はどう思うだろうか。

　母親の言うことは煩いし反対されて嫌な気分だが、考えないといけないことは浮き彫りになった。

「とにかく、私は今志田さんとお付き合いしているから。じゃあ」

　強引に通話を終えると、雛はがっくりと肩を落とした。

　何でも話してきた母親で、父親にも無理な相談を通してくれていた。

　だから今回だって相談して、すぐに賛同してくれるものだと思っていたのだが、思わず反対されて、疲れてしまっている。

　志田との距離は縮まるばかりで、この前はホテルでかなり深い仲になったと思う。

　初めて熱を感じて、戸惑いが少しあるものの、志田は結婚の意志があると言ってくれて、その後も精を受けても、不安よりも幸せに満ちていた。

　だからこそ、両親に受け入れて欲しかったのだが。

　志田にそっとメッセージを送る。

『もしも両親が反対してたら、どうする？』

『そうしたら、ちゃんと説得するよ。反対されたか？』

『そうなの』

『いいよ。今度挨拶をしに行こう』

　志田の言葉はいつも優しく、雛はほっとして、その晩はすぐに眠りにつくことができた。

　しかし翌朝は雨。

　どんよりした気持ちを引きずりながら電車に乗り、会社に到着した。

　デスクに向かうまでに、普段は声も掛けてこない同僚が自分を見てくるような気がする。

（なんだろう）

　雨で濡れた服やカバンをハンカチで拭いていると、以前文句を付けてきた女子ふたりが雛の横に立った。

　メイクの濃い女子が苛立たし気に口を開いた。黒髪の女性は黙って雛を見るだけだ。

「悪いけど、志田社長の独り占めは許さないから」

「独り占め……？」

　きょとんとしていると、女子社員はいらっとした表情を見せて更に続けてくる。

「ふたりが一緒にホテルに入るの、私見たんだから。もう文句の言いようがないでしょう？」

　視界がぐにゃっと曲がるような気分だ。

　どこで見られたかは分からないが、自分と志田との接点を探る人間などいないと高を括っていたため、堂々とホテルを利用していた。

　思えば、志田の容姿は目立つのだし、距離を置いて利用するくらい気を遣っていればよかったのだ。

「この写真も全部、社内メールで送信したからっ！」

　そう言って見せられたのは、空港付近にあるシティホテルの入り口だ。

　どうして彼女がこんなところにいるのだと思ったが、今はそれを問い詰める余裕はない。

「写真を消してください。志田さんにも迷惑がかかります」

「だったら、別れて」

「それは……」

「それが嫌なら、今から社長室に行って会社を辞めるって言いなさい」

「どうして、そんな」

　何がなんだか分からない。

　彼女が志田や自分に固執しているのは、恐らく恋愛感情からのものだろう。

　だからと言って、周りを巻き込むのはどうなのかと思う。

　黒髪の女性は正反対に何も発言せず、雛のことをじっと見据えるだけだ。

　気持ちが悪い。

「社長に言うのよ。もう近づかないって」

「それで気が済むの？」

　雛は小さな声で訊き返す。

　もはや営業部の女性社員全員を敵に回しているような気分で、怖くてたまらない。

　志田は社員の憧れで、会社の社長だと自覚させられる。

「自分から手を引くって言うのよ」

「……」

　雛は小さく頷いた。

　女性達の敵意が怖く、社長室に向かうことしかできない。

　本当は自分の意志でもなく、気も進まない。

　でも、志田との恋を反対する人間ばかりで、怖じ気づいてしまう。

　社長室をノックすると、志田の柔らかい低音が響いてきた。

「どうぞ」

　雛は扉を開けて一礼して入ると、志田は首を捻る。

「どうかした？　顔色が悪い」

「あの……私との関係は全てなかったことに」

　雛は自分でも驚くような事を口にしていると思った。

　でも、言わなくては志田とのことがもっと大袈裟にされると思ったし、社内メールの一件だって、なかったことにできないと思ったのだ。

　やはり、目立つことはよくない、陰の存在に徹するべきだったと思ってしまう。

「急にどうして？」

　志田の瞳がじっと自分を見据えてくる。

　真実を言うべきか悩んでしまうと、志田はくすっと笑った。

「一斉メールなら、俺のところにも届いてるよ。どうやらこの前、うっかり写真に撮られていたみたいだ」

「うっかりじゃありません！　どうしてそうなったのか分かりませんけど、その人が勝手に怒ってて」

「ＯＫ。雛、ちょっとおいで」

　手招きされて、雛はデスクに座る志田のもとに向かった。

　なんだろうと隣に立つと、膝に座るように促される。

　さっきあんなことを言われて別れるつもりで来たのだから遠慮すると、志田はパソコンの画面を指さした。

　自然と前屈みになって画面を見つめると、自分達がホテルに入る写真がアップになって写っている。

「これがなにか？　はっきり私達が映ってます」

「盗撮だよ」

「え？」

「そもそも、俺の帰国時間を知る人間は少ない。役員の一部、そんなところだろう。だれかから情報を得て、自ら出向いて写真を撮った。れっきとした犯罪さ」

　雛は信じられない思いになる。

　冷静に考えれば、志田の帰国時間を知る者はほとんどいない。

　雛を含め、会社の一部の人間だけだろう。

　それを、ただの社員であるあの女性が知っているわけがない。

「俺を迎えに来たつもりが、雛がいた。だから写真を撮って広めた。そんなところかな」

「そんな一方的な！　だって、志田さん、彼女のこと知ってますか？」

「知らないよ。俺が女性社員でプライベートまで付き合いがあるのは雛だけだ。この会社は女性社員が重役になることもないし、部長クラスになることもない。俺との面識はないはずだよ」

「でも、そう思うのは志田さんだけで。営業部の女子は皆憧れているんですよ」

　雛はそっと教えた。

　このままこの女性の想いが無視されるのも、何か哀れな気もするからだ。

「雛。その感情は間違っている。そもそも、彼女はこの情報を得る為に、役員と少なくとも何かしらの関係を持ったはずだ。食事をしたとか、デートをしたとかね。そんな人を俺は好きになることは一生ない。それに、好きだと言っておきなら、俺のことを陥れているんだ。間違っている」

「そう……ね」

　雛は考えを改めて、頷いた。

　彼女が送信した写真は、偶然かは分からないが、志田にも届いてしまった。

　でも、もしも届かなかったとしても、志田の信用問題に関わることになる。

　そこまで考えが及ばずに、自分の気持ちが優先される恋なんて、あっていいわけがない。

　少なくとも、社内で志田と付き合いたいと思うのなら。

「別れてこいって言われたんだろう？　望むところだ。俺が雛の未来の夫だって、宣言するよ」

「待って」

　雛は話がどんどん進むことに、ストップをかけた。

　まだ自分も、その彼女と大差ないことに気がついている。

　会えるだけで幸せで、志田のことを推し量る生活なんてできそうにない。

　それに、社内で目立つことを恐れるあまり、彼女の要求に従いこのまま別れてもいいとさえ考えていた。

　メイとの関係をひとときの恋として清算してしまって、今回は後悔はない。

　そう思ってしまったのだ。

「ねえ。メイ。私、あなたといるとどうしても目立つの。それが辛い時があってね」

「うん。それが嫌？」

「……そう、なの。私はずっと、ひっそりと仕事をしていたい。目立つことに慣れなくて、メイみたいな人といることも、間違いだって家族には言われてるから」

　雛は思わず家族のことを口にしていた。

　家族のことはまた別の時間にと思ったが、詰まっていた気持ちが溢れてきてしまう。

　メイと自分は不釣り合い。

　誰もがそう思うのに、浮かれて恋をしているなんて惨めじゃないか。

　周りの目を気にするであれば、メイとの恋を終わりにするのだってひとつの選択だと思える。

「雛はどうしたい？」

「私？」

「そう。今回の一件も、家族のことも、皆周りが騒いでるだけで、俺達の関係にはなんら問題はない。でも、どうして雛の気持ちが振り回されているのかな？」

「それは、だって仕方ないもの。私じゃメイとは不釣り合いだと思うから」

「それが本心なら、俺だって引く。でも、雛は最近、俺がいないと生きていけない、そんな顔をするだろう？　もっと素直になってくれないか？」

　志田に言われて、雛は頬を染めた。

　帰国してすぐに猛然と抱き合った日のことを言われているのだろう。

　あの日は志田のいない日々の空白を埋めるように、誠心誠意尽くしてしまった。

　お互いにそう思っていると実感できたし、雛が今素直に、あのホテルの時と同じ気持ちを打ち明けることができれば、きっと問題はない。

　でも、仕事では職場の人間に意地悪を言われ、母親には結婚を反対される。

　もっと、志田に相応しい人がいるんじゃないかと思えてしまう。

「俺は雛を運命の人だと思えたのに」

「……え……」

　その言葉を思い出すと、親友の加奈が言ってくれた言葉を思い出す。

　もう二度とない恋かもしれない、そんなことを志田が思ってくれていた。

「メイもそう思ってくれてる？」

「当たり前だよ。日本に来たのも偶然だし、雛が眼鏡を外して素顔を見たのも偶然。色々な偶然が重なって、雛と深く付き合っているんだから、大事にしたいだろう？」

「本気にしてもいい？」

　雛はその言葉を言った途端、随分自分はひどい人間だと気が付いた。

　自分は志田の言葉を信じていないのではないか。

　本当に好きなら、周囲の雑音なんて気になっている場合じゃない。

　両親のことも同僚のことも、志田とふたりで乗り越えるべきじゃないか。

　目立つことだって、志田と行動すれば当然だし、いつまでも陰にいることの心地良さに慣れていてはいけないような気がする。

「メイ。私も好き。だから、一緒に解決してくれる？」

「当たり前だよ。まずは、この会社の女からだ。手っ取り早く、顧問弁護士を使って訴えよう。それと、もう一つ、大事な仕事がある」

　すっと立ち上がると、腰を引かれた。

　なぜだろうと身を引くとぐいっと更に強く支えられる。

「会社よ？」

「だから？　今日から、正式なフィアンセ。そう宣言するんだ。問題ないだろう。そもそも、そうでも言わないと黙ってくれそうにない。俺からはっきりと言うよ」

「でも……わざわざ」

（身体をくっつけてたら、見せつけてるだけじゃない！）

　頬を染めていると、志田は社長室を出て、雛を連れて営業部まで来てしまった。

　勿論、それまでに多数の目に晒されている。

　でも、一番はっきりと言いたいのは先ほどの女性ふたりだと、志田はずんずんと足を進めていた。

　二人組の女性は、仕事もそこそこに、何かをふたりでひそひそと話している。

　志田の存在に気が付くと、顔をあげて背を伸ばしていた。

「やあ、俺の〝フィアンセ〟になんてことをしてくれたんだ？」

「フィアンセですか？」

　メイクの濃い女性が片眉を上げて訊き返してきた。

　気が強いのか、志田の前でも態度が変わることがない。

　はらはらしつつ、雛はふたりのやり取りを見ていたが、その横で黒髪の女性はただ様子を見るだけだった。

　まるで、この様子を楽しむかのようにも見えて雛は注意深く見ることにする。

「そう。雛は会社では良きパートナー。それで、プライベートではフィアンセなんだ。いたずらに写真を撮ってバラ撒くのはよしてくれないか。君の品位を疑う」

　志田は大げさに頭を抱えて見せている。

　女性は奥歯を噛んで、そっぽを向いた。

　しかし、もう一人の女性はしれっとした顔で志田を見つめてくる。

　それに気が付いた志田は「なにか？」と眉を上げた。

「お言葉ですが。フィアンセにはまだなっていないのでは？　この場を収める為の嘘なら、余計に火に油を注ぎます」

「どうして君にそんなことが分かるんだい？」

　そう言うと、黒髪の女性が黙り込んだ。

　何か嫌な予感がして、雛はじっと見据える。

　態度の大きなメイクの濃い女性の方が、そわそわしてわかりやすいのだが、静かな方の女性は、怪しく瞳を光らせていた。

「何度もホテルで会っていますよね？　恋人というより、セフレのような関係で。私は見ていますので知っています。そんなふたりが、結婚をする仲になりますか？」

　フロアがざわついた。

　周りはきっと、その女性の言葉の裏を読み、志田が遊びで雛と付き合っているのだと勘違いしているんだろう。

　そう思わせる為に、女性もその一言を放ったのだ。

　でも、雛はそうは思わなかった。

　志田の行動を全て把握するのは、秘書だって無理がある。

　つまり、彼女はストーカーになってまで志田を好きだと言っているのだが、誰もまだ気が付いた様子はない。

　志田も気が付いたようで、少し顔を引きつらせていた。

「何を言っているか、分かるか？　俺のプライベートは秘書も知らない。雛と会うことを、どうして君が知っている？」

「お答えできません」

　とても静かで冷静な物言いに、雛はぞくりとするものを感じた。

　さっきまで騒いでいたもう一人の女性も、目を丸くして話を聞いているのだ。

「じゃあ、俺が教えてあげるよ。恐らくだけど、社長室か俺の車に盗聴器を仕掛けたね？　そうでもしないと、話の辻褄が合わないな」

　そう言うと、その女性が唇を青ざめさせた。

　そして足をくがくと震えださせ、逃げだそうとする。

　すぐに志田が腕を引いて止めた。

「認めるんだね？　じゃあ、ちょっと社長室まで来て話そうか。弁護士も呼ぶ」

「……私、社長を好きで。好きで仕方なくて！」

「そういうの、最低なんだよ」

　志田が言い捨てると、女性は崩れるように床にへばりつき、泣き出した。

　そのまま近くにいた部長が女性ふたりを連れて社長室へ行くと、後のことは雛には分かることはなかった。

　おどおどしながら席に着くと周りにいた女性が「ごめん」と謝ってくれた。

　次から次へと、雛に謝罪の言葉をくれだす。

　そして、次には「婚約おめでとう」と言ってくれたのだった。

　しかし、課題はもう一人。

　雛のお母さんだ。

　志田がどんなに素敵な人でも、国籍を超えての結婚に反対しているとなると反対するのは目に見える。

　まだまだ大変だと思いながら、雛はひとまず、営業補佐の仕事に向かった。

　結局、その日、会社にいた女性ふたりは、職場に戻ることなく、解雇されることに決まったと後から聞かされ、雛の心に鈍い重みが広がった。

　自分も恋愛に慣れていないから、詐欺に合っている。

　だから余計に、今の自分が凄いとか偉いとかは思わない。

　志田の言葉を借りるなら、本当に偶然が重なっている。

　恋にも自信が持てるようになりたいと思うようなでき事だった。
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　そして、それから一週間後。

　志田は雛の家に挨拶に来てくれた。

　仕事も多忙な中、雛の言うとおりに菓子折りを持たせると難しい顔をして頷いてくれる。

「準備は万端」

「雛の為なら、なんでもする」

　ブルーグレーの瞳は、いたずらに笑みを零すのだが、これからはそうはいくかと雛は背を正した。

　実家に帰るのも久しぶりで、姉がいない時を狙って帰宅した。

　家に居られるのは三十分が限度だろうと、家の引き戸を開ける。

「ただいま。お母さん、志田さんを連れてきたよ」

「おかえりなさい」

　ぱたぱたと走ってくる母の目には困惑の表情が見える。

　志田はにこりと笑みを作り、持参した菓子折りを丁寧に渡していた。

「どうぞ、よかったらお召し上がりください」

　志田の流暢な日本語に、母は面食らったように目を見開いていた。

　それに、いつか教えた日本語が滑らかに口から出ているのも、凄い。

「あ、どうもありがとうございます。さ、あがって。汚い部屋だけど。お父さんもいるから、ちゃんとお話しましょうね？」

「ありがとうございます。では失礼します」

　志田が勤めて淡々とした会話に徹しているのが分かる。

　勿論、普段はそうじゃない。

　ありがとう！　というなり、ハグだ。

　いつもなら、何かにつけてすぐに雛をべた褒めしているが、今日はそれも封印している。

　母親がさっさと茶の間に下がると、志田がこそっと雛に耳打ちしてきた。

「上手にできたかな？」

「うん。良い感じ。多分、許してくれる」

　母親との付き合いが長いせいか分かるのだ。

　気に入っている人が現れると、目がぱっと見開く癖が出る。

　志田を見た瞬間に、母親の目が見開いて頬まで紅潮させていた。

　きっと大丈夫だと、雛は志田と共に茶の間に向かった。

　そして、静かに話をしながら、その日、結婚する意志を伝えると両親から快諾してもらえ、志田の両親とも会う日取りが決められることになった。
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「これでよし」

　思わず出た一言に、隣に座る同僚がにんまりと笑みを浮かべてこちらに近づいてきた。

「結婚式、明日だし、確かに意気込みが口にも出るよ」

　そう男性社員が嬉しそうに言う。




　志田との結婚披露宴は二回に分けて行うことになり、どうしても雛は休みを取ることになる。

　一度目は社内外へのお披露目パーティ。二度目は家族だけのこぢんまりとしたもの。

　志田の交友関係を全員呼んでの披露宴となると、有名ホテルの大広間を使うことになり、費用もかなり掛かることになった。

　雛の親戚がそこにいては肩身が狭いだけだろうと、二度に分けてのお披露目にすることに決めたのだが、雛は落ち着かない。

　もう結婚が決まって半年経つのだが、未だに志田〝社長〟の妻という立ち位置は自分に相応しくないのではないか、そんな考えが頭をよぎることがある。

　志田は問題ないと笑うのだが、結婚後はオフィスを海外にも置きたいと言っているし、志田とゆっくりと過ごすことができるのは今だけかもしれなかった。

　結局、ふたりの居住地は日本とアメリカ、両方に持つことにしてどちらかに決めることにしていない。そのせいで、生活用品の買い物だって多いわけだ。

　とにかく、目の前の仕事を漏れなく終わらせて、結婚式に挑みたい。

「俺たちまでは、さすがに式に呼ばれないな」

「すみません。そうなると、社内全員を呼ばないと不公平になるので」

「良いって。どうなることかと思ったけど、志田社長のお陰で彼のファンだと公言する女性も減って、良かったな」

「はい。それは、素直に有り難いと思います」

「もっと喜べよ。私が将来の妻なのよ！　あんた達なんかこき使われるだけよって言ってやれよ。強気でないと、また変なのが志田に付きまとうぞ。本当にあったんだろ？　盗聴器」　

　雛は小さく頷いた。

　誰にも言うなと言われていたが、正直秘めておくには荷が重かった。

　黒髪の女性が、志田のプライベートな情報を収集する為に盗聴していた。

　態度の大きな女性は、けしかけるように飛行場に向かわされて写真を撮り騒ぐだけで、実は一番しつこかったのは静かな物言いの女性なのだ。

　黒髪の女性は、結婚がはっきり決まるまで、自分が志田を好きでいることは自由だ、そう言って会社を去った。

　何がどうしてそこまで彼女を追い詰めたのかはもう分からないが、志田がいくら弁護士を立てて追い詰めても、開き直っている状態だったのだ。

　一緒にいたメイクの濃い女性は、すぐに謝罪し、退職届を出したというのに。

　そして、最近になって結婚の案内状が役員に配られたのを察知すると、志田や雛への嫌がらせはなくなった。

　どこからともなく得た情報で、雛たちの幸せを呪っていたと思うとぞっとする。

　だから、男性社員の言うことも一理あるのだ。

「明日は頑張れよ。俺の奥さんなんて、疲れたことしか覚えてないって言ってたから」

「はい。ありがとうございます」

　雛は頭を下げると、係長に相談してその日は早々に退社させてもらった。

　明日は結婚式という名の会合だと、志田と笑いあった。

　 雛には形だけの挨拶が多いだろうが、ここぞとばかりに値踏みをするように見てくる女性も多いだろう。雛も気は抜くことが難しいと言われていた。

　そう思うと、二回目に行われる家族だけのパーティの方が気がねなくていい。

　結局、両親の顔合わせも上手くいき、国籍の壁もパスして今ではよく電話をしている。

　志田の母親が人懐っこい人で、遊びに来て欲しいと何度も言われているのだ。

（明日は頑張ろう）

　そう誓って、その日から結婚式の準備の為にネイルをしたり、エステをしたり、前日に来る人の顔を覚えたりと、一夜漬けだが必死になった。
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「もう疲れた～」

　それは、家族だけのパーティが行われたハワイのホテルの一室だった。

　雛の声が部屋に響いて、志田はくすっと笑う。

「俺も。何日も雛を抱くこともできないで、キスだけでおあずけだし」

 　そう言われて、後ろから抱きしめられる。

　久しぶりの温もりに、雛は胸を鳴らせた。

　志田の言うとおり、式が終わってもお互いに爆睡してしまうほど疲れて、初夜なんてなかった。

　家族同士のパーティになって、ようやく落ち着いて会話ができて、雛にもスポットが当たり、ドレスを何着か着替えて写真を撮られたり、綺麗だと褒められたりして、舞い上がった。その前の盛大なパーティでは、雛がいくら着替えようとも、主役は志田だった。

「ありがとう。メイ」

「おれこそ、結婚してくれて嬉しいよ」

　向かい合うように身体の向きを変えられキスをされ、そのまま口腔を舐められる。

　着ていたのは、丁度まだ純白のドレスだ。

　日本から持ってきて、自分で着て脱げるものを選んだせいで、部屋で朝は脱ぎ着をした。

「だ、だめ……。ドレスが」

「こんなこと、一生に一度だろ？」　

　意地悪に笑う志田を見て、ぞくっとするような誘惑にかられる。

　一度しか着ないドレス――。

　はっとすると、壁に手を付かされていて、スカートが思い切り捲りあげられていた。

　お尻を自然に突き出す恰好にさせられると、じわっと蜜が溢れ出す。

　するっとパニエや下着などを脱がされると、素足にふわふわのドレスが淫猥に見えそうだった。

　考えると余計に恥ずかしく、蜜が溢れだす。

　すぐに蜜芽を摘ままれて、身体がひくんと震えた。

「あっ！」

「じっくりしている余裕はないから」

「私も、早くメイが欲しい」

　ぞくぞくするような快感を味わいながら、蜜壺に指がいきなり二本挿入された。

　そしてじゅぷじゅぷと掻き混ぜぜられると、我慢していた欲望が解き放たれる。

「あっあっ！」

「したかったろ？　分かってる。だって、そういう目で見てきてたから」

「どんな顔？」

　はしたない顔だろうかと想像すると、余計にとろりと溢れだす。

　激しい水音は部屋中に響いて、ドレスを汚していく感覚に苛まれる。

　それが余計に煽られて、雛もうっとりした心地に身を委ねてしまう。

　内壁を擦られて刺激されると、雛の身体は歓喜に震えて甘えた声を出していた。

　ずっと待っていたふたりだけの時間に、雛の身体は指を咥えるだけでも蕩けてしまう。

　抜き差しをされて、何度も喘ぐと蜜がたっぷりと溢れ出した。

「んっ……あんっ！」

「ひくひくしてる。もっとして欲しい？」

「いや、メイが欲しい」

　欲求をぶつけると、今度は胸元の布を引き下ろされる。

　胸が露わになって、すでに尖ったところを捏ねられる。

「あんっ！　そこ……メイったら」

「ふたつ同時がよかったか？」

「……そうじゃないと、いや」

　おねだりしてしまう自分が恥ずかしく、雛はそのまま後ろを振り向いて懇願した。

「お願い」

　志田は嬉しそうに、蜜壺を掻き混ぜながら、ピンク色の突起を摘まみだす。　

　あられもない声が出るが、抑えていられない。

　今まで、ずっと志田の傍で仕事のことだけを考えていたのだ。

　式が滞りなく終わるように、キスだけで止めて、身体はいつも火照ったままだった。

　じわじわとした熱が腹の奥で疼いて、蜜口が物欲しげにひくついている。

　腰を揺らしながら、ドレスを纏ってのエッチは一度きり、そう思うと雛は志田にお願いが多くなっていた。

　先端を捏ね回されて、膨らみを揉まれる。

　頭が蕩けてしまい何も考えられなくなっていき、腰が勝手に揺れて止まらない。

　志田の指が蜜でたっぷりと汚れてしまい、雛は羞恥心で満たされる。

「早くちょうだい」

「いいよ。俺もはやく入りたい」

　志田はスラックスをくつろげて猛りを引き抜くと、一気に蜜壺に挿入した。

　いきなり入る熱に驚きつつ、久しぶりの快感に身体がぞくりと戦慄く。

　そして、そのまま腰を揺らしていると、志田も抜き差しを速めた。

　ぐじゅぐじゅという水音が耳朶に響き、雛は煽られるように喘いだ。

　そして、最奥をずんと突かれると肉壁が絡んで、猛りを離さない。

　熱で内壁を擦られる度に、浮かされるような快感に抗えず、息をはあはあとさせる。

「あっ……あっ！　あっ……あんっ！」

「凄い絡んでくる。膣なかも気持ち良い」

「もっとして？」

　甘えて強請ると、更に激しく子宮を揺さぶるように突かれる。

　隘路は絞まり、もはや意識は蕩けていた。

　淫靡に喘いで、壁にもたれるように立つのが精一杯だ。

　すると、また膨らみの先端を思い出したように扱かれる。

「あっ！　やぁ！」

「雛はここ、好きだろ？」

　雛はふるふると首を振った。

　結婚しても、認められないことはある。

　恥ずかしくてたまらない思いにさせられて、雛は一気に頂きを昇り詰めてしまった。

　腹の奥がきゅっと絞まり、肉棒を思い切り咥え込んだ。

　すると、志田が切ない声をあげて、ストロークを思い切り激しくする。

　互いに声をあげて、身体を揺さぶると、猛りが膨張した。

　その刹那、腹の奥で白い白濁が飛散する。

「あっ！」

　志田も苦しそうな声をあげながら、後ろから抱きついてくる。

　猛りが激しく脈打ち、熱が腹の奥にたっぷりと注がれた。

「愛してる。雛」

「私も、メイ」

　雛は志田に向きなおり、その胸に顔を埋めた。

「眼鏡の私とどっちが好き？」

「どっちも大好きだよ」

「そう言うと思った」

「だって、どっちも可愛いからね」

「ねえ。メイって弱点はある？」

「弱点？　雛かな」

　その言葉に雛は何も言えなくなった。

　もっとありきたりなことを想像していたからだ。

　それが、自分が弱点なんて言われると勝手に頬も染まってしまう。

「雛のことになると冷静ではいられないし、恋にのめり込んでいるよ」

　それ以上聞いたら顔から火が出そうだと、メイの口を強引にキスで封じた。

　ドレスが皺になり、精で汚れてしまったことも気にせず、雛は志田と思い切り抱きあった。

　夕陽が沈みかけた午後。

　雛の想いはいつになく満ちていて、頭の中は志田のことだけしか考えられなかった。

　志田が雛にくれた新居の鍵はふたつ。

　ニューヨークのものと日本のマンションで、そこには雛のお気に入りであるキャラクターのキーホルダーが、お揃いで付けられていた。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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